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第 24 回日本家庭医療学会学術集会・総会は、
平成 21 年 8 月 22 日、23 日に国立京都国際会館
において、日本プライマリ・ケア学会、日本総
合診療医学会との合同で、2009 年プライマリ・
ケア関連学会連合学術会議として開催されまし
た。当初は 5月 30 日、31 日に開催される予定で
したが、近畿地方での新型インフルエンザの流
行により急遽延期されました。その関係で予定
のプログラムの内容、時間の変更などが多々あ
り、皆様にご迷惑をおかけしましたことをお詫
び申し上げます。
今回の総会では、本学会と日本プライマリ・
ケア学会、日本総合診療医学会との 3学会合併
を来年 4月に行い、新たな名称を日本プライマ
リ・ケア連合学会とし、事務手続きが完了次第
解散することが賛成多数で了承されました。会
期中に行われました日本プライマリ・ケア学会
総会でも合併に向けての了承が得られ、ここに 3
学会の合併という長年の懸案が正式に決まりま
した。これは日本の家庭医療における歴史的な
前進と思われます。
さて学術集会は例年以上に生涯教育に重点を
おいたものとなりました。家庭医の生涯教育の
ためのワークショップで人気の高かったもの、

総合診療医学会からの研究、診断のためのワー
クショップ、日本プライマリ・ケア学会からの
他職種連携、コメディカルむけの講演など、3学
会が合同で行う総会なればこその、医学生、研
修医からベテランの家庭医、コメディカルまで、
全員に参加して持って帰ってもらえる内容とな
りました。今後の合併後の総会においても踏襲
していただけるような豊富な企画だったと自負
しております。
また延期になったため新たに行われた企画「地
域における新型インフルエンザ対策を考える」
というシンポジウムは、まさに延期の原因になっ
た新型インフルエンザに対するリベンジの企画
として、尾身茂先生、田代眞人先生といった我
が国のインフルエンザ対策の中枢の方を招いて、
非常に内容の濃い有意義なシンポジウムであっ
たと感じられました。
今回の学会を、延期を乗り越えて無事に運営
できましたのは、関連 3学会の関係各位のご尽
力によるものと感謝しております。また来年は
3学会合併後新たに創設される日本プライマリ・
ケア連合学会の最初の学術集会、総会となりま
す。新たな学会に向けて、皆様とともに歩んで
いきましょう。

第24回日本家庭医療学会学術集会・総会報告

家庭医療の新たな１ページに向けて
第 24回日本家庭医療学会学術集会・総会　大会長／医療法人社団弓削メディカルクリニック

雨森　正記
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田坂賞・学会特別賞表彰式
（8月 23日午前、メインホールにて）

まず昨年急逝された白浜雅司先生に対し学会
特別賞が授与されました。「あなたは山村診療所
での家庭医療の実践と教育、ならびに臨床倫理
学の啓発と全国的な普及に多大な貢献をされま
した。ここにその功績を讃え特別表彰します」
と記された盾は事務局より後日、白浜先生の奥
様にお送りしました。
次に第 2回田坂賞が仲田和正先生（西伊豆病
院院長）に授与され、引き続き仲田先生の受賞
記念教育講演が行なわれました。講演では地方
病院における実践の紹介とやりがいが紹介され、

　第 24回日本家庭医療学会学術集会・総会報告

田坂賞・学会特別賞
白浜雅司先生追悼コーナー

　　　内山富士雄（担当理事）

“仲田流海外文献の読み方／活用法”をお教えい
ただきました。学会側の不手際により、聴衆の
少ない講演となってしまい仲田先生にお詫び申
しあげます。
なお田坂賞は「TFCメーリングリスト」の協
力によって運営されていることを付記いたしま
す。
白浜雅司先生追悼コーナー
（大会期間中、展示ホールにて）

大西弘高、大滝純司、中西重清、藤原靖士の
諸先生が作成した４枚のパネル、白浜先生の
TFC 過去ログ 50 選を閲覧できる 2 台の PC、2
本の DVDをエンドレス再生するモニター、の 3
部構成で展示が行なわれました。多くの方が閲
覧され、白浜先生の思い出話をかわす風景が印
象的でした。
このコーナーも制作・運営に久慈敏信先生、
横井徹先生をはじめとする「TFCメーリングリ
スト」の皆様のご協力をいただいたことに感謝
いたします。
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3

2009 年プライマリケア関連学会連合学術会議
において、8 月 22 日 10 時 30 分より、学会賞演
題の発表が行われ、私が当日の座長を務めさせ
ていただきました。今回の口演演題は、以下の
４つでした。

・家庭医はリハビリテーションにおいてどのよ
うな臨床能力を必要と考えているか
若林 秀隆（横浜市立大学附属市民総合医療
センター）ら３名。

・在宅での胃瘻カテーテル交換の質改善プロジェ
クト
森永 太輔（みなと医療生活協同組合 かにえ
診療所）ら３名。

・家庭医による妊婦ケア －日本の家庭医はどこ
までできるのか？－
本山 哲也（亀田ファミリークリニック館山 
家庭医診療科）ら４名。

・診療所からの電話連絡による 2 種混合ワクチ
ン接種率向上の取り組みの検討
吉本 尚（奈義ファミリークリニック）ら６名。

終了後、研究委員会のメンバーが選考会議を
実施しました。全体的に、研究の視点、方法論
が改善しているという意見で一致しました。こ
れらの中で、特に若林先生、吉本先生の２名の

第 24回日本家庭医療学会学術集会・総会報告　

学会賞候補演題

　　　大西  弘高（研究委員会）

演題に関して議論を重ねた結果、若林先生の発
表は方法論がしっかりしており、プレゼンテー
ションもよかったという点で最も高い評価を得
ました。吉本先生の発表は、家庭医療らしい研
究であり、着眼点がよいので、是非継続してデー
タを得ていけば素晴らしい研究になるだろうと
いう意見でまとまりました。

森永先生の発表は、研究というより診療の質
改善（quality improvement）という内容でした。
インジゴ法が対象の半数でしか採用されていな
いなど、考察を論理的に進めるにはやや無理の
ある結果であった面が残念でした。しかし、在
宅で胃瘻カテーテル交換を事故が起こらないよ
うに実施するという重要かつ難しい課題に取り
組まれたことは素晴らしいと思います。

本山先生の研究は、対象者の選び方にもう少
し工夫があれば、他の施設でももっと役立つデー
タが出ていただろうという点が残念でした。た
だ、日本国内での家庭医による妊婦ケアという
新たな取り組みに関して実証的な評価を行った
自体にもインパクトがありました。

研究の方法論については、研究委員会として
も「研究初学者のためのワークショップ」等に
おいて改善を図れないかと期待している面があ
ります。
でも、家庭医療の一層の発展に役立つような
研究発表が増えていくには、着想自体が非常に
重要であり、その意味で今後の期待が持てるセッ
ションになったと感じています。
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去る 2009 年８月７日～９日に群馬県ホテル磯
部ガーデンにおいて、恒例の第 21 回家庭医療学
会夏期セミナーが開催されました。約 130 名の
参加者に集まり頂き、たくさんの講師のご協力
の下、家庭医療を学ぶ医学生および研修医のた
めの場がもうけられました。参加して下さった
皆様、ありがとうございます。また、ご協力頂
いた講師の先生の皆様、本当にありがとうござ
いました。この場をかりて深く御礼申し上げます。
今回のセミナーは、実行委員長の旭川大学の
名越君をはじめ、すべて学生・研修医部会のス
タッフが自分たちで企画して作り上げたもので
す。家庭医療のコアプリンシプルから、身体診察、
鑑別診断、家族志向ケアなど毎年恒例のセッショ
ンが盛りだくさん行われました。
また、今回は、はじめての試みとして、認定
試験を経て家庭医療専門医をはじめて取得され
た先生を対象に、懇親会の場で認定式が執り行
われました。学生・研修医にとっても具体的な
ロールモデルに接することができたのは、大き
な喜びであり、懇親会も例年以上の盛り上がり
を見せていたと感じます。今後、夏期セミナー
の恒例行事としたいと考えています。
次回は、2010 年８月７日～９日に埼玉県熊谷
市ホテルヘリテージを会場に開催予定です。今
年と変わらぬご協力をどうぞよろしくお願い申
し上げます。

日本家庭医療学会学生・研修医部会担当理事
筑波大学水戸地域医療教育センター　小林裕幸

第21回 医学生・研修医のための

家庭医療学夏期セミナー 報告
第21回 医学生・研修医のための

家庭医療学夏期セミナー 報告

【1日目】　8月7日（金）
■初日講演
超家庭医入門～家庭医ってどんなお医者さん？～
川崎市立多摩病院　総合診療科　大橋博樹先生
■初日セッション（120 分：選択制）
・地域医療～家庭医療の視点から～
・症候診断へのアプローチ
・家庭医・研修医・医学生に必要なビジネスマナー
■懇親会
【2日目】　8月8日（土）
■セッション
＜1コマ目＞9:00～ 11:00
・すぐにでも研修医になれる、ジェネラリスト達の勉強法を紹介します
　～大学では教えてもらえないもの～
・在宅医療をはじめよう～在宅医療から在宅ケアへ～
・現場のケースカンファレンス
・プライマリケアで用いる漢方
・身体診察初級～目からウロコのワンダーランド～
・栄養を見る目を養う～今日から始めるNST～
＜2コマ目＞12:20 ～ 14:20
・EBM 初めの一歩　～溶連菌性咽頭炎の診断を例に～
・患者さんの「物語」とは？─心理社会的アプローチの方法─
・こどものライフステージ
・誰も教えてくれなかった診断　ER 編
・どうやって家族へ関わっていくか～ロールプレイで学ぶ家族志向型ケア
・サムライの如く学ぶ～一人でできる学びのコツ：個として自立するために～
・家庭医の一日～家庭医になるために学びたいこと～
＜3コマ目＞14:40 ～ 16:40
・鑑別診断を考えた身体診察法の学習
・予防医学に使える行動科学
・おせっか医センセイ4～君は患者さんと何を語るか～
・病に迫る
・知っておくと役立つスポーツ医学　～導入編～
■ポスターセッション（全国の研修病院の紹介）
【3日目】　8月9日（日）
■セッション（120 分コマ：選択制）
・家庭医の家庭
　～家庭医のワークライフバランスは？本音で語り合おう！！ 
・家庭医療の研修、海外か日本か！
・神経診察なんかいらない !?─神経症候学マッシー池田流─
・患者さんと話したくなる　診療コミュニケーションはじめの一歩
・肩と肘のみかた
・診療所外来　～こんな患者さんがやってきたら～
・家庭医だからこそできる、妊娠前から出生後までの親子・家族への関わり方
■最終講演
家庭医療に未来はあるのか？
亀田ファミリークリニック館山　院長　岡田　唯男先生

第21回
医学生・研修医のための家庭医療学夏期セミナー

◆日時:2009年8月7日（金）～ 9（日）　2泊3日
◆場所:ホテル磯部ガーデン　舌切雀のお宿
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1．会員数報告、新入会員承認、会費未納退会者
山田代表理事より、2009 年 7 月 31 日現在の会
員数について報告があり、退会者の殆どが会費
滞納による退会であることが説明された。
つづいて新入会者について承認された。
会員数：2,035 名（うち、医師会員 1,888 名）
入会者：174 名

（2009 年 2 月 1 日～ 2009 年 7 月 31 日）
退会者：70 名

（2008 年 2 月 1 日～ 2009 年 7 月 31 日）
復帰者：0名

（2008 年 2 月 1 日～ 2009 年 7 月 31 日）
未納者： 80名（2006年 3月 31日まで納入済み、

2009 年度末時点で未納の場合、退会
となる人）

会費未納率：37％（2009 年 7 月 31 日現在）

2．平成 20年度収支決算報告
山田代表理事より、平成 20 年度の事業報告お
よび収支報告について説明がなされた。収入の
部では、会員数の増加や第 16 回家庭医の生涯教
育のためのワークショップの参加者数の増加、
Scene の販売収益により予算を上回る収入があっ
たことが説明された。支出では学術集会やセミ
ナー、ワークショップの殆どが予算を上回った
こと、3学会合同会議で各種委員会が設置された

平成 21年度 第 1回日本家庭医療学会理事会 議事録

日　　時：平成 21 年 8 月 9 日（日）8:00 ～ 12:30
会　　場：ホテル磯辺ガーデン 舌切雀のお宿  清流（大）
出席者：代表理事　　　　山田隆司
　　　　副代表理事　　　竹村洋典、葛西龍樹
　　　　理　　事　　　　 朝倉健太郎、雨森正記、大西弘高、大橋博樹、草場鉄周、

小林裕幸、長　純一、西村真紀、伴信太郎、前野哲博、
　　　　　　　　　　　　松下　明、横谷省治
　　　　　　　　　　　　（以下は、委任状による出席）内山富士雄
　　　　監　　事　　　　亀谷　学、山本和利
　　　　幹　　事　　　　福士元春
　　　　若手家庭医部会　松井善典
　　　　後期研修医　　　横林賢一
　　　　学生・研修医部会　名越康晴
欠席者：理　　事　　　　藤沼康樹

ことにより支出が増加したこと、会員数の増加
に伴い印刷費、通信費等の管理費増加したこと、
また会誌発行回数が 1回減ったことによる支出
減少などについて説明があった。

3．同年度監査報告
亀谷監事より、会計監査を行った結果、適正
に管理されている旨を確認したことが報告され
た。つづいて、監査および事業報告・決算内容
について承認された。

4．常設委員会・部会報告
◇ 編集委員会
藤沼理事が欠席のため、次回理事会での報告
事項となった。

◇ 広報委員会
松下理事、朝倉理事（WEB担当）より、広報
委員会の活動について以下の報告があった。
●会報について
予定通り年 4回の発行を継続している。情報量
の増加によりページ数が増えてきている。
●患者一般向け出版物について
あまり進んでいないが、合併前になんとか
話を進めたい。
●学会HPについて
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求人広告欄を設置することと、研修医向け
の情報発信を充実させていく予定。
●市民向けHPについて
協力者を募って動き始めているが、なかな
か具体的に進んでいない。

◇ 生涯教育委員会
伴理事より、生涯教育委員と協力委員による、
生涯教育WSの企画立案や委員会活動について
報告があった。出版活動としては『SCENE』の
改訂版について報告された。また、生教育委員
メンバーが交代で会報の「生涯教育ためのツー
ル」コーナーの連載を担当していること、今後
は認定専門医に対する生涯教育の事業が拡大す
ることが予想されるとの報告があった。雨森理
事より、11 月に開催が予定されている第 17 回生
涯教育ワークショップについて説明があり、9月
中旬に例年通り募集を開始する予定であること
が報告された。

◇ 研究委員会
大西理事より、二週間後の学術集会にて学会
賞の事業を行うこと、研究補助金事業は再公募
で 4題の応募があり、現在再審査を行っている
ことが報告された。また、臨床研究初学者のた
めの勉強会の開催状況および今後の開催概要等
について説明があった。

◇ 倫理委員会
山本理事より、前回の理事会以降 3件の申請
があり、うち 2 件は審査を終え 1 件は審議中で
あることが報告された。

◇ 後期研修（認定）委員会
竹村副代表理事、大橋理事より、本年度は 13
の後期研修プログラムを認定したこと、第 1回
家庭医療専門医認定試験では 14 名が合格したこ
と、専門医認定試験の採点基準は公表しないこ
と、専門医の認定期間を PC学会の認定期間と合
わせるため6年としたことについて報告があった。
また、来年度以降の認定制度については、三
学会合同会議および三学会合同認定制度検討委
員会にて継続審議中であること、新たに三学会
合同専門医認定医経過措置等検討委員会が発足

したことが報告された。

◇ プログラム責任者の会代表
竹村副代表理事より、2月に開催されたプログ
ラム責任者の会では、特に大きな変更事項や理
事会での審議事項はなかったことが報告された。

◇ FD委員会
草場理事より、指導医養成ワークショップの
開催状況、今後の方針等について報告があり、
今後はポートフォリオに関する内容を中心とし
たワークショップが必要と考えていることが述
べられた。また、合併後の同ワークショップの
扱いについて三学会の委員会検討委員会で検討
してほしいとの要望が出された。 

◇ 若手家庭医部会
朝倉理事より、専門医試験が若手の間でも関
心事項となっていること、後期研修修了者を対
象に研修内容や研修の成果などについてアン
ケートを行っていることが報告された。
つづいて若手家庭医部会の松井氏より、第冬
期セミナーの報告があり、次回の冬期セミナー
では定員を 20 名増やして 2010 年 2 月 13 日・14
日に東京大学で開催する予定であることが報告
された。

5．ワーキンググループ報告
◇ 患者教育パンフレット作成ワーキンググループ
松下理事より、患者教育パンフレット作成作
業は予定より進行が遅れていることが報告され、
進行や計画の改善について意見交換が行われた。

6．平成 21年度事業計画および予算について
山田代表理事より、平成 21 年度事業計画につ
いて説明があり、前回の理事会以降に「家庭医
療に関する調査研究、家庭医療にかかわる研究
計画の倫理審査」および「プログラム責任者の会」
が事業として新たに追加されたこと、合併後も
継続して事業を行うため三学会合同会議に提案
する予定であることが述べられた。予算につい
ては、現時点では年度末に 200 万余の現金が残
る予定であることが説明された。
つづいて、平成 21 年度事業計画および予算に
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ついて承認された。

7．3学会の合同について
山田代表理事より、3 学会合同会議の報告が
あった。
・名称は「日本プライマリ・ケア連合学会」と
して新学会をスタートさせ、新学会設立後に
名称検討委員会（仮称）を設置し、継続的に
学会名について審議していく予定
・専門医の名称は「家庭医療専門医（通称：家
庭医）」および「病院総合診療専門医（通称：
病院総合医）」とすることで継続審議中
・新学会は一般社団法人としてスタートし、そ
の後に公益社団法人を目指す
・役員は直接選挙、間接選挙（地域ブロックで
選出された代議員（仮称）から選出する理事）
および推薦理事の三種類とし、新学会設立後
に選挙制度検討委員会（仮称）を設置し審議
する予定
・事務局は、窓口的な調整機能は学会で雇用す
るが、雇用形態、雇用契約については詳しく
協議を行っていない
・残余財産の処分は、合法的に新学会に帰属さ
せる方向で引き続き検討する
・解散決議のための総会出欠買う人作業は、最
優先事項として事務局で取り組んでいる

8．家庭医療専門医認定について
今回の専門医認定試験および来年以降の合同
での専門医認定試験について、意見交換が行わ
れた。

9．専門医認定医経過措置検討について
竹村副代表理事より、今後、専門医認定医等
経過措置検討委員会で議論される経過措置につ
いて、理事会としての意見をまとめたいとの要
望が出され、主に PC学会の専門医の経過措置お
よび PC学会の認定医についての意見交換が行わ
れた。

10． 後期研修プログラム中の他の専門医への参
加について

竹村副代表理事より、後期研修プログラム中
に研修医が他の専門医へ参加するために中断す
ることを容認すべきかどうかについて、実際の
例をもとに協議が行われた結果、今回の事例で
は3年を期限として中断届を樹理することとなっ
た。

11． 学会認定後期研修プログラム用各種提出書
類の書式の変更案について

大西理事より、学会認定後期研修プログラム
用各種提出書類の書式の変更案が提出され、一
部を修正したうえで承認された。

12．第 24回（平成 21年度）学術集会について
雨森理事より、学術集会について挨拶があった。
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平成 21年度 第 2回日本家庭医療学会理事会 議事録

日　　時：平成 21 年 8 月 21 日（金）19:30 ～ 20:30
会　　場：国立京都国際会館 Room103
出席者：代表理事　　　　　山田隆司
　　　　副代表理事　　　　竹村洋典、葛西龍樹
　　　　理　　事　　　　　 朝倉健太郎、雨森正記、大西弘高、大橋博樹、草場鉄周、

小林裕幸、西村真紀、伴信太郎、藤沼康樹、前野哲博、
松下　明、横谷省治（以下は、委任状による出席）内山
富士雄、長　純一

　　　　監　　事　　　　　亀谷　学、山本和利
　　　　プログラム責任者の会　高木幸夫
　　　　後期研修医　　　　松井善典
　　　　オブザーバー　　　阪本直人

1．常設委員会・部会報告
◇ 編集委員会
藤沼理事より、最終号は合併記念として座談
会を行う予定であることが報告された。また、
明日開催される三学会合同学会誌編集委員会で
は、新学会誌の編集方針や投稿規定について確
認する予定であることが報告された。

◇ 広報委員会
朝倉理事より、学会WEBサイトに設置する求
人欄の内容について説明があった。掲載条件に
ついての質問や、求人欄の趣旨をしっかり決め
ておいたほうがよいとの意見が出された。

◇ 生涯教育委員会
伴理事より、明日、生涯教育委員および生涯
教育協力委員による委員会を開催し、主に生涯
教育ワークショップについて協議する予定であ
ることが報告された。

◇ 研究委員会
大西理事より、平成 20 年度研究補助金の再公
募分について、研究委員会による審査結果が報
告された。審議の結果、2件を採択し、1件は数
点の確認を行ったうえで研究委員会が再度審査
を行い採否を決定することになった。

◇ 倫理委員会
山本理事より、前回の理事会以降に 1件の申
請があったことが報告された。また、申請条件
を満たしているかについて審議中の案件が 1件
あり、明後日の委員会で協議のうえフィードバッ
クする予定であることが報告された。

◇ 後期研修（認定）委員会
竹村理事より、専門医認定試験で不合格となっ
た受験者のプログラムにフィードバックを行う
ことが報告された。また、文面を作成後に理事
メーリングリストに配信することになった。

◇ FD委員会
草場理事より、10 月 3 ～ 4 日に第 2 回指導医

養成ワークショップを開催することが報告され
た。

◇ プログラム責任者の会代表
高木代表より、プログラム責任者の会を明日
開催することが報告された。

◇ 若手家庭医部会
朝倉理事より、学術集会中に若手家庭部会の
企画として開催するシンポジウムがあること、
後期研修のアンケートは、まとめの作業を行っ
ていることが報告された。
また、若手のメーリングリストでポートフォ
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リオの書き方などに関する議論が行われている
ことが報告された。その後、来年度の専門医試
験でのポートフォリオの評価基準や扱い、三学
会合同会議や三学会などについて意見交換が行
われ、可能であれば 10 月の指導医養成ワーク
ショップでポートフォリオに関するセッション
を行うことになった。

◇ 学生研修医部会
小林理事より、2010 年 8 月 7 日～ 9 日に開催

予定の夏期セミナーの企画内容について説明が
あった。

2．ワーキンググループ報告
◇ 患者教育パンフレット作成ワーキンググループ
阪本氏より、患者教育パンフレット作成ワー
キンググループの進捗状況について説明があり、
提示された掲載サンプルをもとに意見交換が行
われた。

3．3学会の合同について
山田代表理事より、総会に諮る議案について
説明があった（内容については、総会議事録を
参照）。また、今年度の後期研修プログラム申請
の受付については、現時点では未定であること
が報告された。
つづいて山本理事より、日本プライマリ・ケ
ア学会の評議員会についての報告があった。

4．第 24回（平成 21年度）学術集会について
雨森理事より、明日からの学術集会開催につ
いて協力依頼があった。

5．その他
大西理事より、後期研修プログラムの申請内
容変更届出書を前回理事会の審議に基づき修正
したことが報告された。
亀谷理事より、予算案の学術集会の項目が収
支ともに 0円であることについて、総会で説明
を行ったほうがよいとの提案がなされた。
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（単位 : 円）

科　　　目 金　　額

平成20年度特定非営利活動に係る事業会計貸借対照表
平成21年 3月31日現在

特定非営利活動法人 日本家庭医療学会

5,796,089

284,250

5,511,839

1,779,243

5,796,089

5,796,089

284,250

32,420

2,472,915

2,161,514

957,425

171,815

26,250

250,000

8,000

Ⅰ　資産の部

1　流動資産

　現金

　　普 通 預 金

　　郵便振替金

　前払金

　　第21回夏期セミナー

　　第24回学術集会

　　流動資産合計

　　資産合計

Ⅱ　負債の部

1　流動負債

　未 払 金

　メーリングリスト利用

　前受会費

　　正 会 員

　　学生会員

　　流動負債合計

　負債合計

Ⅲ　正味財産の部

　正味財産

（うち当期正味財産減少額）

　負債及び正味財産合計
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（単位 : 円）

科　　　目 金　　額

平成20年度特定非営利活動に係る事業会計財産目録
平成21年 3月31日現在

特定非営利活動法人 日本家庭医療学会

Ⅰ　資産の部

　1　流動資産

　　現金

　　普 通 預 金

　　郵便振替金

　前払金

　　第21回夏期セミナー

　　第24回学術集会

　流動資産合計

　資産合計

Ⅱ　負債の部

　1　流動負債

　未払金

　メーリングリスト利用

　前受会費

　　正 会 員

　　学生会員

　流動負債合計

　負債合計

　正味財産

32,420

2,472,915

2,161,514

957,425

171,815

26,250

250,000

8,000

5,796,089

284,250

5,796,089

284,250

5,511,839
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（
単
位
 : 
円
）

特
定
非
営
利
活
動
に
係
る
事
業
会
計
収
支
決
算
書

（
平
成
20
年
4月
1日
～
平
成
21
年
3月
31
日
）

特
定
非
営
利
活
動
法
人
 日
本
家
庭
医
療
学
会

科
　
　
　
目

備
　
　
考

差
　
異

決
算
額

予
算
額

事
業
活
動
収
支
の
部

Ⅰ
　
収
入
の
部

　
1　
会
費
収
入

　
　
　
正
会
員
会
費
収
入

　
　
　
学
生
会
員
会
費
収
入

　
2　
事
業
収
入

　
　
　
学
術
集
会
開
催
事
業
収
入

　
　
　
教
育
研
修
事
業
収
入

　
　
　
　
・
第
20
回
夏
期
セ
ミ
ナ
ー

　
　
　
　
・
第
16
回
家
庭
医
の
生
涯
教
育
の
た
め
の
W
S

　
　
　
　
・サ
テ
ラ
イト
ワ
ー
ク
シ
ョッ
プ
in
広
島

　
　
　
　
・
第
4回
冬
期
セ
ミ
ナ
ー

　
　
　
　
・
家
庭
医
療
後
期
研
修
プ
ロ
グ
ラ
ム
指
導
医
養
成
の
た
め
の
W
S

　
　
　
　
・
臨
床
研
究
初
学
者
の
た
め
の
W
S

　
　
　
家
庭
医
療
に
関
す
る
調
査
研
究
事
業
収
入

　
　
　
　
・プ
ロ
グ
ラ
ム
認
定
登
録
費

　
　
　
会
誌
発
行
収
入

　
3　
雑
収
入

　
　
　
　
・
預
金
利
息

　
　
　
　
・
S
C
E
N
E
販
売

　
　
　
　
事
業
活
動
収
入
合
計

Ⅱ
　
支
出
の
部

　
1　
事
業
費

　
　
　
学
術
集
会
開
催
事
業
費

　
　
　
教
育
集
会
等
の
開
催
事
業
費

　
　
　
　
・
第
20
回
夏
期
セ
ミ
ナ
ー

　
　
　
　
・
第
16
回
家
庭
医
の
生
涯
教
育
の
た
め
の
W
S

　
　
　
　
・サ
テ
ラ
イト
ワ
ー
ク
シ
ョッ
プ
in
広
島

　
　
　
　
・
第
4回
冬
期
セ
ミ
ナ
ー

　
　
　
　
・
家
庭
医
療
後
期
研
修
プ
ロ
グ
ラ
ム
指
導
医
養
成
の
た
め
の
W
S

　
　
　
　
・
3学
会
合
同
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

　
　
　
　
・
臨
床
研
究
初
学
者
の
た
め
の
W
S

1) 広
告
収
入
、別
刷
代

14
,2
50
,0
00

18
0,
00
0

10
,0
00
,0
00

4,
00
0,
00
0

3,
74
0,
00
0 0

2,
20
0,
00
0

1,
65
0,
00
0

60
0,
00
0

85
0,
00
0

52
0,
00
0

5,
00
0

18
1,
83
0

38
,1
76
,8
30

11
,0
00
,0
00

4,
80
0,
00
0

3,
74
0,
00
0 0

2,
35
0,
00
0

1,
65
0,
00
0

15
0,
00
0

60
0,
00
0

17
,0
16
,0
00

18
8,
00
0

7,
54
8,
74
0

4,
41
6,
19
6

6,
43
5,
00
0

53
8,
00
0

1,
40
7,
40
0

1,
69
2,
00
0

28
0,
00
0

90
0,
00
0

73
4,
50
0

5,
50
3

2,
46
8,
92
0

43
,6
30
,2
59

11
,5
32
,5
99

5,
12
1,
52
9

6,
05
3,
38
8

61
6,
79
8

1,
39
9,
57
9

2,
00
5,
67
8 0

28
0,
00
0

-2
,7
66
,0
00

-8
,0
00

2,
45
1,
26
0

-4
16
,1
96

-2
,6
95
,0
00

-5
38
,0
00

79
2,
60
0

-4
2,
00
0

32
0,
00
0

-5
0,
00
0

-2
14
,5
00

-5
03

-2
,2
87
,0
90

-5
,4
53
,4
29

-5
32
,5
99

-3
21
,5
29

-2
,3
13
,3
88

-6
16
,7
98

95
0,
42
1

-3
55
,6
78

15
0,
00
0

32
0,
00
0
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家
庭
医
療
に
関
す
る
情
報
交
換
事
業
費

　
　
　
　
・
会
員
用
メ
ー
リン
グ
リ
スト
管
理
費

　
　
　
　
・
学
生
・
研
修
医
部
会
メ
ー
リン
グ
リ
スト
管
理
費

　
　
　
家
庭
医
療
に
関
す
る
調
査
研
究
事
業
費

　
　
　
　
・プ
ロ
グ
ラ
ム
認
定
審
査
事
業
費

　
　
　
　
・プ
ロ
グ
ラ
ム
検
討
事
業
費

　
　
　
　
・
倫
理
委
員
会
活
動
費

　
　
　
広
報
活
動
・
情
報
提
供
事
業
費

　
　
　
　
・
W
E
B
サ
イト
更
新
管
理
費

　
　
　
内
外
の
関
連
団
体
と
の
連
携
事
業
費

　
　
　
　
・プ
ラ
イ
マ
リ・
ケ
ア
教
育
連
絡
協
議
会
参
加
事
業
費

　
　
　
　
・
3学
会
合
同
会
議
参
加
事
業
費

　
　
　
　
・
認
定
医
認
証
機
構
へ
の
参
加
検
討
事
業
費

　
　
　
会
報
お
よ
び
機
関
誌
等
の
発
行
事
業
費

　
　
　
　
・
会
誌
編
集
発
行
事
業
費

　
　
　
　
・
会
報
編
集
発
行
事
業
費

　
　
　
そ
の
他
目
的
達
成
に
必
要
な
事
業
費

　
　
　
　
・
学
会
賞
事
業
費

　
　
　
　
・
研
究
助
成
金
事
業
費

　
　
　
　
・
患
者
教
育
パ
ン
フ
レ
ット
作
成
事
業

　
　
　
　
・
田
坂
賞
選
考
事
業
費

　
　
　
事
業
費
支
出
合
計

　
2　
管
理
費

　
　
　
事
務
局
費

　
　
　
事
務
作
業
委
託
費

　
　
　
会
議
費

　
　
　
旅
費
交
通
費

　
　
　
通
信
運
搬
費

　
　
　
消
耗
品
費

　
　
　
印
刷
製
本
費

　
　
　
雑
費

　
　
　
　
管
理
費
支
出
合
計

　
　
　
　
事
業
活
動
支
出
合
計

　
当
期
収
支
差
額

　
前
期
繰
越
収
支
差
額

　
次
期
繰
越
収
支
差
額

申
請
書
受
付
、申
請
書
印
刷
費
、旅
費
交
通
費
等

プ
ロ
グ
ラ
ム
責
任
者

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
更
新
費
、ド
メ
イン
維
持
費

P
C
教
育
連
絡
協
議
会
年
会
費

事
務
委
託
費
、旅
費
交
通
費
等

旅
費
交
通
費

研
究
補
助
金
、公
募
費

執
行
部
会
、理
事
会
、若
手
家
庭
医
部
会
、総
会

事
務
局
ス
タ
ッ
フ
旅
費
交
通
費

電
話
代
、切
手
・
郵
送
代
等

コ
ピ
ー
代
、封
筒

振
込
手
数
料
等

21
,0
00

31
,5
00

60
0,
00
0

10
0,
00
0

11
7,
11
0

30
0,
00
0

80
,0
00

2,
00
0,
00
0

30
0,
00
0

3,
18
0,
00
0

1,
70
0,
00
0

87
,0
00

61
0,
00
0

1,
30
0,
00
0

10
0,
00
0

34
,8
16
,6
10

2,
36
6,
70
0 0

3,
00
0,
00
0

15
0,
00
0

50
0,
00
0

50
,0
00

50
0,
00
0

15
0,
00
0

6,
71
6,
70
0

41
,5
33
,3
10

-3
,3
56
,4
80

7,
29
1,
08
2

3,
93
4,
60
2

21
,0
00

31
,5
00

35
7,
63
1

25
8,
75
5

13
9,
63
2

27
7,
72
5 0

2,
37
4,
91
2 0

2,
85
2,
42
1

2,
46
5,
75
8

72
,3
15

61
0,
92
0

11
,6
85

10
5,
00
0

36
,5
88
,8
25

2,
27
8,
09
0

81
,4
48

3,
05
8,
48
6

84
,5
60

57
1,
61
6

44
,0
96

2,
41
1,
47
3

29
0,
90
8

8,
82
0,
67
7

45
,4
09
,5
02

-1
,7
79
,2
43

7,
29
1,
08
2

5,
51
1,
83
9

0 0

24
2,
36
9

-1
58
,7
55

-2
2,
52
2

22
,2
75

80
,0
00

-3
74
,9
12

30
0,
00
0

32
7,
57
9

-7
65
,7
58

14
,6
85

-9
20

1,
28
8,
31
5

-5
,0
00

-1
,7
72
,2
15

88
,6
10

-8
1,
44
8

-5
8,
48
6

65
,4
40

-7
1,
61
6

5,
90
4

-1
,9
11
,4
73

-1
40
,9
08

-2
,1
03
,9
77

-3
,8
76
,1
92

-1
,5
77
,2
37 0

-1
,5
77
,2
37

1）
正
会
員
17
,0
16
0,
00
0円
（
H
17
年
度
96
,0
00
円
、H
18
年
度
36
6,
00
0円
、H
19
年
度
1,
38
2,
00
0円
、H
20
年
度
15
,1
72
,0
00
円
）、
学
生
会
員
18
8,
00
0円
（
H
18
年
度
8,
00
0円
、H
19
年
度
22
,0
00
円
、H
20
年
度
15
8,
00
0円
）
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特定非営利活動法人日本家庭医療学会

平成20年度の事業報告書
平成20年4月1日から平成21年3月31日まで

2　事業の実施に関する事項
（1）特定非営利活動に係る事業

収支計算書の
事業費の金額
（単位：千円）

事業名
（定款に記載した事業）

具体的な事業内容
（A）当該事業の実施日時
（B）当該事業の実施場所
（C）従事者の人数

（D）受益対象者の範囲
（E）人数

（法第28条第1項関係「前事業年度の事業報告書」）

学術集会・総会
(A) 5月31-6月1日に行った。
(B) 東京大学
(C) 10名

5,121
教育集会（セミナー、ワ
ークショップ）等の開催

教育集会(セミナー、ワ
ークショップ)等の開催

教育集会(セミナー、ワ
ークショップ)等の開催

教育集会(セミナー、ワ
ークショップ)等の開催

教育集会(セミナー、ワ
ークショップ)等の開催

教育集会(セミナー、ワ
ークショップ)等の開催

１　事業の成果
・以下の事業を実施した。
・特に、以下の事項は特記すべき項目である。
・後期研修プログラムの本認定を実施した。これによ
って、家庭医を養成するシステムが完成し、家庭医
を地域に送り出すことが可能となり、また、国民に
家庭医の質を担保できるようになった。
・今年度は3回の「家庭医療後期研修プログラム指導
医養成のためのワークショップ」を開催した。これ
によって、家庭医を養成する良質の指導医を育成し、
また指導医の資格を付与することができた。
・家庭医療後期研修プログラム責任者の会を年3回開
催した。さらに定款を作成した。これによってプロ
グラムの形成的評価、またそれによってプログラム
の改善を図る基礎が完成した。

・学術集会・総会、医学生・研修医のための家庭医療
学夏期セミナー、家庭医の生涯教育のためのワーク
ショップ、若手家庭医のための家庭医療学冬期セミ
ナーは盛況であった。
・家庭医療研究促進のために学会賞などを設け、また、
研究補助事業を行った。
・日本プライマリ・ケア学会、日本総合診療医学会と
合併への協議を行い、総会において、これらの2学
会と合併する方向で作業を行うことの承認を得た。
・上記の2学会と合併するために、合併後の専門医認
定制度、プログラム認定制度、指導医認定制度など
について3学会が協議した。
・総合（診療）医の認定のために、日本医師会と協働
して作業を行った。

（D）家庭医療に関心がある医
療関係者および個人
（E）491名

11,532
家庭医療の研修・教育や研
究のための学術集会を開催し
た。

医学生・研修医のための家庭
医療学夏期セミナーを開催し
た。

(A) 8月9-11日に行った。
(B) シャトーテル一本杉
(C) 26名

（D）家庭医療に関心がある医
学生及び医療関係者
（E）145名

サテライトワークショップ in 広島
を開催した。

(A) 9月21日に行った。
(B) 広島大学広仁会館
(C) 8名

（D）家庭医療に関心がある医
療従事者
（E）63名

616

家庭医の生涯教育のための
ワークショップを開催した。

(A) 11月8-9日に行った。
(B) 天満研修センター
(C) 13名

（D）家庭医療に関心がある医
療従事者
（E）366名

6,053

若手家庭医のための家庭医
療学冬期セミナーを開催した。

(A) 2月14-15日に行った。
(B) 東京大学
(C) 5名

（D）家庭医療に関心がある若
手医師及び医療関係者
（E）88名

1,399

家庭医療後期研修プログラム
指導医養成のためのワークシ
ョップを開催した。

(A) 4月12-13日、10月25-26日、
2月21-22日に行った。
(B) TKP銀座ビジネスセンター、
新大阪丸ビル新館、東京大学
(C) 10名

（D）家庭医療後期研修プロ
グラム指導医
（E）延べ167名

2,005

臨床研究初学者のためのWS
を行った。

(A) 4月27日、6月22日、8月30-
31日、10月19日に行った。
(B)東京医科大学、国立がんセ
ンター、筑波大学、東京医科大学
(C) 6名

（D）家庭医療に関心がある若
手医師及び医療関係者
（E）延べ46名

280

家庭医療に関する情
報の交換

家庭医療に関する情報交換
のためのメーリングリストを運営
した。

(A) 通年行った。
(B) メーリングリスト
(C) 3名

（D）会員
（E）約1,100名 21
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家庭医療に関する情
報の交換

収支計算書の
事業費の金額
（単位：千円）

事業名
（定款に記載した事業）

具体的な事業内容
（A）当該事業の実施日時
（B）当該事業の実施場所
（C）従事者の人数

（D）受益対象者の範囲
（E）人数

（A）通年行った。
（B）メーリングリスト
（C）3名

31

家庭医療に関する調
査研究

家庭医療にかかわる研究計
画の倫理審査を行った。

（A）随時行った。
（B）メール
（C）6名

139

家庭医療に関する広
報活動及び情報提供

（A）通年行った。
（B）本法人のホームページ
（C）2名

（D）家庭医療に関心がある個
人及び団体

277

内外の関連団体との
連携

家庭医療、プライマリ・ケアに関
連する3学会、団体の方針を
調整する3学会合同関連会
議への活動に参加した。

（A）随時行った。
（B）未定
（C）約10名

2,374

会報及び機関誌等
の発行

（A）5-6月、10-11月に行った。
（B）編集委員の職場、及び主
たる事務所
（C）7名

（D）主に家庭医療に関心があ
る医療関係者及び大学医学部
（E）大学医学部80機関と不特
定多数

2,852

会報及び機関誌等
の発行

家庭医療の教育・研究、家庭
医療の専門性の確立、会員と
の連絡調整のための会報の
編集、発行、ホームページへの
掲載を行った。

（D）家庭医療に関心がある個
人及び団体
（E）不特定多数

2,465

家庭医療に関する調
査研究

プログラム認定受付、審査及
び認定証発行、登録データの
更新管理を行った。

（A）通年
（B）本法人のホームページ、メ
ーリングリスト、主たる事務所
（C）20名

357

家庭医療に関する調
査研究

家庭医療後期研修プログラム
責任者がそのプログラム認定
等に関する内容を討議する会
議を開催した。

（A）4月12-13日、10月25-26
日、2月21-22日に行った。
（B）TKP銀座ビジネスセンター、
新大阪丸ビル新館、東京大学
（C）4名

（D）家庭医療後期研修プロ
グラム責任者、および家庭医
療後期研修プログラムに関わ
る医療従事者
（E）延べ 約65名

258

その他、本法人の目
的達成に必要な事業

家庭医療に関する若手会員
によるすぐれた研究に対し、学
会賞を提供する研究助成を
行った。

（A）5月31日に行った。
（B）東京大学
（C）6名

（D）会員
（E）1名

72

その他、本法人の目
的達成に必要な事業

日本の家庭医療の発展に寄
与すると思われる家庭医療関
連の研究に対して助成金を提
供する課題研究助成を行った。

（A）平成19年12月-平成20年1月
まで募集し、平成20年3月に対象
者が決定した。（※会計上、平成
20年度の会計となったため記載）
（B）特になし
（C）3名

（D）会員
（E）3名 610

その他、本法人の目
的達成に必要な事業

（A）随時行った。
（B）本法人のホームページ及
びメーリングリスト
（C）15名

11

その他、本法人の目
的達成に必要な事業

（A）平成19年11-平成20年2
月に行い、6月1日に表彰式を
行った。
（B）本法人のホームページ及
び東京大学
（C）10名

（D）家庭医療に関心がある個
人及び団体
（E）不特定多数

105

学生・研修医を中心とする家
庭医療に関する情報交換のた
めのメーリングリストを運営した。

（D）家庭医療に関心がある医
学生・研修医及び医療関係者
（E）約700名

（D）家庭医療後期研修プログラム
責任者、および家庭医療後期研
修プログラムに関わる医療従事者
（E）81プログラム

（D）家庭医療にかかわる研究
を行おうとする医療従事者
（E）申請された研究の関係者

ホームページを利用して家庭
医療に関する広報及び情報
提供を行った。

（D）日本において家庭医療、プ
ライマリ・ケアの認定に関わる者
（E）不特定多数

家庭医療の教育・研究、家庭
医療の専門性の確立、及び
会員との連絡調整のための
学会誌の編集、発行、ホーム
ページへの掲載を行った。

（A）4-5月、 7-8月、 10-11月、
1-2月に行った。
（B）広報委員の職場及び主
たる事務所
（C）2名

患者教育用パンフレット作成
及びホームページへの公開の
ためのメンバー募集を行った。

（D）患者教育に関心がある個
人及び団体
（E）不特定多数

家庭医と専門医の相互理解
と連携による、日本の家庭医
療の質向上、普及、生涯教育
に貢献された方を表彰するた
めの田坂賞選考事業を行った。
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（
単
位
 : 
円
）

特
定
非
営
利
活
動
に
係
る
事
業
会
計
収
支
予
算
書

（
平
成
21
年
4月
1日
～
平
成
22
年
3月
31
日
）

特
定
非
営
利
活
動
法
人
 日
本
家
庭
医
療
学
会

科
　
　
　
目

備
　
　
考

差
　
異

予
算
額

決
算
額

事
業
活
動
収
支
の
部

Ⅰ
　
収
入
の
部

　
1　
会
費
収
入

　
　
　
正
会
員
会
費
収
入

　
　
　
学
生
会
員
会
費
収
入

　
2　
事
業
収
入
　
　
　

　
　
　
学
術
集
会
開
催
事
業
収
入

　
　
　
教
育
研
修
事
業
収
入

　
　
　
　
・
第
21
回
夏
期
セ
ミ
ナ
ー

　
　
　
　
・
第
17
回
家
庭
医
の
生
涯
教
育
の
た
め
の
W
S

　
　
　
　
・サ
テ
ラ
イト
ワ
ー
ク
シ
ョッ
プ

　
　
　
　
・
第
5回
冬
期
セ
ミ
ナ
ー

　
　
　
　
・
家
庭
医
療
後
期
研
修
プ
ロ
グ
ラ
ム
指
導
医
養
成
の
た
め
の
W
S

　
　
　
　
・
臨
床
研
究
初
学
者
の
た
め
の
W
S

　
　
　
家
庭
医
療
に
関
す
る
調
査
研
究
事
業
収
入

　
　
　
　
・プ
ロ
グ
ラ
ム
認
定
登
録
費

　
　
　
会
誌
発
行
収
入

　
　
　
そ
の
他
目
的
達
成
に
必
要
な
事
業
収
入

　
　
　
　
・
専
門
医
認
定
事
業
費

　
3　
雑
収
入

　
　
　
　
・
預
金
利
息

　
　
　
　
・
S
C
E
N
E
販
売

　
　
　
　
事
業
活
動
収
入
合
計

Ⅱ
　
支
出
の
部

　
1　
事
業
費

　
　
　
学
術
集
会
開
催
事
業
費

　
　
　
教
育
集
会
等
の
開
催
事
業
費

　
　
　
　
・
第
21
回
夏
期
セ
ミ
ナ
ー

　
　
　
　
・
第
17
回
家
庭
医
の
生
涯
教
育
の
た
め
の
W
S

　
　
　
　
・サ
テ
ラ
イト
ワ
ー
ク
シ
ョッ
プ

　
　
　
　
・
第
5回
冬
期
セ
ミ
ナ
ー

　
　
　
　
・
家
庭
医
療
後
期
研
修
プ
ロ
グ
ラ
ム
指
導
医
養
成
の
た
め
の
W
S

　
　
　
　
・
臨
床
研
究
初
学
者
の
た
め
の
W
S

　
　
　
家
庭
医
療
に
関
す
る
情
報
交
換
事
業
費

17
,0
16
,0
00

18
8,
00
0

7,
54
8,
74
0

4,
41
6,
19
6

6,
43
5,
00
0

53
8,
00
0

1,
40
7,
40
0

1,
69
2,
00
0 0

90
0,
00
0

73
4,
50
0 0

5,
50
3

2,
46
8,
92
0

43
,3
50
,2
59

11
,5
32
,5
99

5,
12
1,
52
9

6,
05
3,
38
8

61
6,
79
8

1,
39
9,
57
9

2,
00
5,
67
8 0

16
,5
00
,0
00

17
6,
00
0 0

5,
19
6,
18
0

3,
74
0,
00
0 0

1,
50
0,
00
0

1,
87
5,
00
0

50
0,
00
0

70
0,
00
0

1,
12
0,
00
0

80
0,
00
0

4,
50
0

56
0,
12
0

32
,6
71
,8
00 0

5,
99
6,
18
0

3,
74
0,
00
0 0

1,
50
0,
00
0

1,
87
5,
00
0

50
0,
00
0

51
6,
00
0

12
,0
00

7,
54
8,
74
0

-7
79
,9
84

2,
69
5,
00
0

53
8,
00
0

-9
2,
60
0

-1
83
,0
00

-5
00
,0
00

20
0,
00
0

-3
85
,5
00

-8
00
,0
00

1,
00
3

1,
90
8,
80
0

10
,6
78
,4
59

11
,5
32
,5
99

-8
74
,6
51

2,
31
3,
38
8

61
6,
79
8

-1
00
,4
21

13
0,
67
8

-5
00
,0
00

※
1
※
2

広
告
収
入
、販
売
、別
刷
代

2/
6時
点
の
残
数
26
8冊
×
2,
09
0円
（
送
料
込
み
）
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・
会
員
用
メ
ー
リ
ン
グ
リ
スト
管
理
費

　
　
　
　
・
学
生
・
研
修
医
部
会
メ
ー
リ
ン
グ
リ
スト
管
理
費

　
　
　
家
庭
医
療
に
関
す
る
調
査
研
究
事
業
費

　
　
　
　
・プ
ロ
グ
ラ
ム
認
定
審
査
事
業
費

　
　
　
　
・プ
ロ
グ
ラ
ム
検
討
事
業
費

　
　
　
　
・
倫
理
委
員
会
活
動
費

　
　
　
　
・
後
期
研
修
プ
ロ
グ
ラ
ム
及
び
修
了
生
へ
の
ア
ン
ケ
ート
調
査
事
業
費

　
　
　
広
報
活
動
・
情
報
提
供
事
業
費

　
　
　
　
・
W
E
Bサ
イト
更
新
管
理
費

　
　
　
内
外
の
関
連
団
体
と
の
連
携
事
業
費

　
　
　
　
・
3学
会
合
同
関
連
会
議
参
加
事
業
費

　
　
　
　
・
認
定
医
認
証
機
構
へ
の
参
加
検
討
事
業
費

　
　
　
会
報
お
よ
び
機
関
誌
等
の
発
行
事
業
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・
会
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編
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発
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事
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会
報
編
集
発
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事
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そ
の
他
目
的
達
成
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必
要
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事
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・
専
門
医
認
定
事
業
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・
後
期
研
修
プ
ロ
グ
ラ
ム
連
絡
・
連
携
事
業
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・
学
会
賞
事
業
費

　
　
　
　
・
研
究
助
成
金
事
業
費

　
　
　
　
・
田
坂
賞
選
考
事
業
費

　
　
　
　
・
患
者
教
育
パ
ン
フ
レッ
ト
作
成
事
業

　
　
　
　
事
業
費
支
出
合
計

　
2　
管
理
費

　
　
　
事
務
局
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事
務
作
業
委
託
費

　
　
　
会
議
費

　
　
　
旅
費
交
通
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通
信
運
搬
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消
耗
品
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印
刷
製
本
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雑
費

　
　
　
　
管
理
費
支
出
合
計

　
　
　
　
事
業
活
動
支
出
合
計

　
当
期
収
支
差
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前
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繰
越
収
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次
期
繰
越
収
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執
行
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手
家
庭
医
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に
係
る
諸
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特定非営利活動法人日本家庭医療学会

平成21年度の事業計画書
平成21年4月1日から平成22年3月31日まで

2　事業の実施に関する事項
（1）特定非営利活動に係る事業

収支予算書
の事業費の
金額

（単位：千円）

事業名
（定款に記載した事業） 具体的な事業内容

（A）当該事業の実施予定日時
（B）当該事業の実施予定場所
（C）従事者の予定人数

（D）受益対象者の範囲

（E）予定人数

1　事業の方針
・以下の事業を確実に実施することを目標とする。
・3学会合同に向けての協議を進める。
・会報を年4回、会誌を年3回発行する。
・「家庭医療後期研修プログラム指導医養成のための

ワークショップ」を年3回開催する。
・患者教育用パンフレット作成及びホームページへの
公開のためのワーキンググループがパンフレットを
完成させる。

学術集会の開催 家庭医療の研修・教育や研究
のための学術集会を開催する。

(A) 5月30-31日に行う。
(B) 京都国際会館
(C) 50名

0

教育集会(セミナー、ワ
ークショップ)等の開催

医学生・研修医のための家庭
医療学夏期セミナーを開催する。 5,997

教育集会(セミナー、ワ
ークショップ)等の開催

家庭医の生涯教育のための
ワークショップを開催する。

(A) 11月7-8日に行う。
(B) 天満研修センター
(C) 10名

（D）会員・非会員の医療従事者
（E）約200名 3,740

教育集会(セミナー、ワ
ークショップ)等の開催

若手家庭医のための家庭医
療学冬期セミナーを開催する。

（D）家庭医療に関心がある若
手医師及び医療関係者
（E）約100名

1,500

教育集会(セミナー、ワ
ークショップ)等の開催

家庭医療後期研修プログラム
指導医養成のためのワークシ
ョップを開催する。

1,875

教育集会(セミナー、ワ
ークショップ)等の開催

臨床研究初学者のためのワ
ークショップを開催する。

(A) 年4回（週末）行う。
(B) 東京近郊
(C) 10名

（D）臨床研究初学者
（E）20名 500

家庭医療に関する情
報の交換

家庭医療に関する情報交換
のためのメーリングリストを運営
する。

(A) 通年行う。
(B) メーリングリスト
(C) 3名

（D）会員
（E）約1,350名

21

家庭医療に関する情
報の交換

学生・研修医を中心とする家
庭医療に関する情報交換のた
めのメーリングリストを運営する。

(A) 通年行う。
(B) メーリングリスト
(C) 10名

（D）家庭医療に関心がある医
学生・研修医及び医療関係者
（E）約600名

31

家庭医療に関する調
査研究

プログラム認定受付、審査及
び認定証発行、登録データの
更新管理を行う。

(A) 通年行う。
(B) メール及び主たる事務所
(C) 20名

（D）家庭医療に関心がある医
療従事者
（E）不特定多数

400

（D）家庭医療に関心がある医
学生及び医療関係者
（E）約160名

（D）家庭医療に関心がある医
療関係者及び個人
（E）約2,200名

(A) 8月7日-9日に行う。
(B)ホテル磯部ガーデン 舌きり
雀のお宿
(C) 20名

(A) 平成22年2月（土日の二日
間）に行う。
(B) 東京大学
(C) 10名

(A) 年3回（6月27日-28日、10月3日
-4日、平成22年1月23日-24日）行う。
(B) 東京
(C)8名

（D）認定プログラムの指導医、
プログラム責任者、また、それら
になろうとする者
（E）約150名

家庭医療に関する調
査研究

家庭医療後期研修プログラム
責任者の会の開催、及びプロ
グラム責任者のためのメーリン
グリストを運営する。

(A) 通年行う。
(B) 未定
(C) 約70名

（D）家庭医療後期研修プロ
グラム責任者、及び家庭医療
に関心がある医療従事者
（E）不特定多数

250
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収支予算書の
事業費の金額
（単位：千円）

事業名
（定款に記載した事業） 具体的な事業内容

（A）当該事業の実施予定日時
（B）当該事業の実施予定場所
（C）従事者の予定人数

（D）受益対象者の範囲
（E）予定人数

家庭医療に関する調
査研究

家庭医療にかかわる研究計
画の倫理審査を行う。

（A）随時行う。
（B）メール
（C）5名

（D）家庭医療にかかわる研究
を行おうとする医療従事者
（E）不特定多数

150

家庭医療に関する調
査研究

後期研修プログラム及び修了
生への現状アンケート調査を
行う。

（A）4月頃に行う。
（B）封書及びWEB
（C）10名

（D）家庭医療後期研修プロ
グラム修了生及びプログラム
責任者

40

家庭医療に関する広
報活動及び情報提供

ホームページによる、会員を対
象とした広報並びに情報提供、
及び一般市民を対象とした啓
発活動を行う。

（A）通年行う。
（B）学会ホームページ、及び
若手家庭医部会、学生･研修
医部会のホームページ
（C）10名

（D）会員、非会員、及び一般
市民
（E）不特定多数

400

内外の関連団体との
連携

家庭医療、プライマリ・ケアに関
連する3学会、団体の合併に
関する3学会合同会議などへ
の活動に参加する。

（A）随時行う。
（B）未定
（C）10名

（D）日本において家庭医療、プ
ライマリ・ケアの認定に関わる者
（E）不特定多数

2,500

内外の関連団体との
連携

家庭医療、プライマリ・ケアに関
連する3学会、及び日本医師会
とで総合診療医認定の方針、
内容を調整する会議、ワークシ
ョップなどの活動に参加する。

（A）随時行う。
（B）未定
（C）2-3名

（D）日本において総合医の認
定に関わる者
（E）不特定多数

0

会報及び機関誌等
の発行

学会誌の編集、発行、本法人
のホームページへの掲載を行う。

（A）年3回（4月,9月,平成22年
1月）に発行する。
（B）編集委員の職場、及び主
たる事務所
（C）7名

（D）主に家庭医療に関心があ
る医療関係者及び大学医学部
（E）大学医学部約80機関と不
特定多数

4,405

会報及び機関誌等
の発行

会報の編集、発行、本法人の
ホームページへの掲載を行う。

（A）年4回（5月、8月、11月、平
成22年2月）に発行する。
（B）広報委員の職場及び主
たる事務所
（C）5名

（D）家庭医療に関心がある個
人及び団体
（E）不特定多数

2,500

その他、本法人の目
的達成に必要な事業

専門医認定にかかわる事業
を行う。

（A）7月19日-20日に行う（他、
会議約6回）。
（B）東京、大阪、京都、その他
の都市
（C）7名

（D）家庭医療に関わる医療
関係者及び一般市民
（E）不特定多数

1,400

その他、本法人の目
的達成に必要な事業

プログラムの質の向上やプログ
ラム間、または学会との連絡・
連携等にかかわる事業を行う。

（A）年4回程度行う。
（B）おもに東京、大阪
（C）2-4名

（D）家庭医療後期研修プロ
グラムのプログラム責任者
（E）約100名

400

その他、本法人の目
的達成に必要な事業

学術集会での学会賞の決定
を行う。

（A）5月30日に行う。
（B）京都国際会館
（C）10名

（D）会員及び共同研究者
（E）約20名 87

その他、本法人の目
的達成に必要な事業

助成対象となる課題研究の
選定を行う。

（A）1回目：5月募集開始、6月募集締
切、同7月に対象者を決定する。2回
目：12月募集開始、平成22年1月募
集締切、同2月に対象者を決定する。
（B）特になし
（C）7名

（D）会員及び共同研究者 1,200

その他、本法人の目
的達成に必要な事業

田坂賞の選考及び授賞式を
行う。

（A）5月31日に行う。
（B）京都国際会館
（C）10名

（D）会員及びTFC会員
（E）約4,000名 105

その他、本法人の目
的達成に必要な事業

患者教育用パンフレット作成
（100種類）及びホームページ
への公開を行う。

（D）医療関係者及び一般市民
（E）不特定多数 342

（A）随時行う。
（B）本法人のホームページ及
びメーリングリスト
（C）100名
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1. 日時および場所
平成 21 年 8 月 23 日（日）12 時～ 13 時 15 分
国立京都国際会館　Room A
（京都市左京区宝ヶ池）

2. 正会員数
1,905 名

3. 出席者数
1,436 名（うち委任状出席者　1,246 名）

4. 議題
(1) 議長及び議事録署名人選出
(2) 代表理事挨拶
(3) 会員数報告
(4) 平成 20 年度事業・決算報告
(5) 同年度監査報告
(6) 常設委員会・部会・ワーキンググループ報告
(7) 平成 21 年度事業・予算について
(8) 3 学会合併による解散決議について
(9) 平成 21 年度学会認定後期研修プログラム・専
門医の紹介
(10) その他

5. 議事の経過及び結果
（1）議長及び議事録署名人選出
議長の選任について諮ったところ、副代表理
事の竹村洋典氏より立候補があり議場に諮った
ところ、全員異議なくこれを承認し、竹村洋典
氏はこれを了承し議長に就任した。議事録署名
人は、山田隆司氏、葛西龍樹氏が選任された。

（2）代表理事挨拶
山田代表理事より、挨拶とともに三学会合併
の進捗状況について簡潔に説明があった。

（3）会員数報告
山田代表理事より、2009 年 3 月 31 日時点の会
員数は 1,931 名であったことが報告された。

第 4回通常総会 議事録

（4）平成 20年度事業・決算報告
山田代表理事より、当法人の昨年度の事業報
告および収支決算書について説明があり、平成
20 年度末の正味財産は 5,511,839 万円であったこ
とが報告された。

（5）同年度監査報告
亀谷監事より 8 月 8 日に山本監事とともに事
業会計収支計算書の詳細について領収証及び口
座の通帳を細かく確認した結果、間違いのない
ことが報告された。
議長が平成 20 年度事業・決算報告について議
場に諮ったところ、満場異議なく承認可決した。

（6）常設委員会・部会・ワーキンググループ報告
各委員長または担当者により昨年度活動報告
および今年度活動計画について説明があった。

（7）平成 21年度事業・予算について
山田代表理事より、平成 21 年度の事業計画お
よび予算について説明があった。今年度学術集
会の収支は予算額が不明確なため、現時点では
計上されていないことが説明された。
議長が平成 21 年度事業計画・予算について議
場に諮ったところ、満場異議なく承認可決した。

（8）3学会合併による解散決議について
山田代表理事より、3学会合併について以下の
報告および説明あった。
・新学会の名称について
「日本プライマリ・ケア連合学会」として新
学会をスタートさせ、新学会設立後に名称
検討委員会（仮称）を設置し、継続的に学
会名について審議していく予定。

・法人格について
新学会は一般社団法人としてスタートし、
その後に公益社団法人を目指す。

・残余財産の処分について
現段階では、残余財産を引き継ぐことが出
来ないため、合法的に新学会に帰属させる
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ことが可能かについて引き続き検討。
・役員の選出方法について

直接選挙、間接選挙（地域ブロックで選出
された代議員（仮称）から選出する理事）
および推薦理事の三種類とする予定ですが、
新学会設立後に選挙制度検討委員会（仮称）
を設置し審議する予定。

・新学会設立当初の理事について
各学会の現理事が新学会設立当初の役員に
就任し、新学会の枠組みを決めていく予定。

・会員の移行について
今年度（平成 21 年度）分まで納入済みの会
員を日本家庭医療学会から移行する会員と
して登録。

・専門医の名称について
「家庭医療専門医（通称：家庭医）」および「病
院総合診療専門医（通称：病院総合医）」と
することで合意を得た。

・各事業について
原則的に、後期研修プログラム認定関連、
ワークショップやセミナーの開催など各学
会で行っている事業は、新学会発足後も継

続して行う予定。
新学会設立後の各学会の認定に関わる経過
措置については、三学会合同の「専門医・
認定医経過措置検討委員会」にて審議。

・委員会、各部会（学生・研修医部会、若手家
庭医部会）、ワーキンググループの在り方につ
いて
各学会の活動が継続できるよう三学会合同
の「委員会・WG検討委員会」にて審議。

会員の木村氏より合併後の会員数について質
問があり、山田代表理事より現時点ではまだ詳
細な会員数は不明であることが述べられた。
つづいて会員の竹中氏より合併後の名称につ
いて、市民からアイディアを募集してほしいと
の要望、および合併により事務局の質が落ちな
いようにお願いしたいとの要望が出され、山田
代表理事より名称および事務局に関する三学会
合同会議での協議内容が説明された。
議長が本法人を解散することについて議場に
諮ったところ、満場異議なく承認可決した。
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第２回ワークショップは 43 名の指導医が参加
し東大にて盛況に開催されました。
１日目は指導医自身が自分を知るというユ
ニークな内容で、斎藤先生・遠井先生が参加者
をどんどん惹きつけるワークを展開。自分の強
みを踏まえて研修医の指導に活用するという、
指導医のニーズに合致した素晴らしい内容でし
た。それに引き続き、岡田先生からは家庭医療
のプリンシプルを参加者と一緒に考えていくと
いう深みのあるワークショップが提供され、多
くの指導医はそもそも家庭医療の独自性とは何
かという視点から真摯に考える機会を持つこと
ができました。
２日目は草場と八藤にて、学会のポートフォ
リオ作成を支援するための３STEP の方法論を
提供し、現場で悩んでいる指導医の一助となる
べくワークを展開しました。
今までのやや受け身の学習から、能動的な学
びの姿勢が参加者から感じられるようになり、
着実に当学会のプログラムの指導医の先生方の
実力は高まりつつあるようでう。
ワークショップの先生方、また事務局の献身
的なご協力に心より感謝致します。 

平成21年度 第 2回
家庭医療後期研修プログラム指導医養成のためのワークショップ 報告

プログラム

■ 10月3日（土）1日目
「指導医のためのキャリア・マネジメント
　─ 私たちは研修医のキャリアを具体的にサポート
　　 することができるか？ ─」
担当：齊藤　裕之（同善会クリニック 副院長）、
　　　遠井　敬大（東京医科大学　総合診療科）

「家庭医療のコア・プリンシプルを活かした
診療実践と教育」（実施報告）
担当：岡田　唯男（亀田ファミリークリニック館山）

■ 10月4日（日）2日目
「ポートフォリオ作成支援のABC
　─ 学会認定プログラム対応 ─」
担当：草場　鉄周（北海道家庭医療学センター）
　　　八藤　英典（北海道家庭医療学センター）

《内　容》

◆ 期日：2009年10月3日（土）～4日（日）
　　　　3日　14:00～18:00
　　　　4日　 9:00～12:00
◆ 場所：東京大学医学図書館 333 室

今回のセッションの感想は、ずばり”日本の
家庭医の未来は明るい！！”ということに尽き
ると思います。

今回、後期研修医という立場でありながら指
導医の“講師”としてこのWSに参加させて頂

指導医のためのキャリア・マネジメント
─ 私たちは研修医のキャリアを
　 具体的にサポートすることが
　 できるか？ ─

遠井　敬大
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きました。日本では家庭医療という分野はまだ
まだ理解されていないのが現状です。　その結
果、多くの家庭医を目指す若手が志半ばにして
挫折し、家庭医をあきらめる現状があります。
では、なぜ若手が途中で家庭医になるのをあき
らめるのか。それは明確なキャリア・マネジメ
ントができていないことが理由の１つです。

“この研修で本当に家庭医になれるのか？”
“家庭医とは何なのか？”
“同期の専門家と比べて自分は自立できるのか？”

将来の見えない不安が、多くの若手家庭医の
希望を失わせています。家庭医になると決めた
時点で、現時点ではまだminority の存在である
ことは間違いありません。研修環境も恵まれた
ところは少なく、多くの研修医は理想と現実の
ギャップに悩んでいます。私自身も臓器専門科
へと進んだ仲間から“専門は何なのか？”、“今、
何をしているのか？”、“本当にそれで大丈夫な
のか？”と問われる度に自分の将来を見直し、
不安になることがあります。時には自分で立て
た将来像も絵にかいた餅のように映り、自分が
家庭医として自立できるのだろうかと考えるこ
ともしばしばあります。このように目に見えな
い将来への不安は、それをある程度明確にして
おかなければ少しずつ私たちの潜在意識をむし
ばみ始め、研修に向かうエネルギーを削ぎ落と
していきます。
そこで大切になるのが指導医によるサポート
です。「自分の進む道に悩み苦しむ若手医師と一
緒に彼らの将来像を考え、そこに価値観に沿っ
たキャリアをサポートができる指導医の養成を
試みたい」という思いから、今回のセッション
を企画させて頂きました。

当日は、指導医の先生方に先ずはVision Map
を作成してもらいました。Vision Map とは言い
換えれば将来への羅針盤です。そのVision Map
を作成するうえで重要となるKey　Word が 3 つ
あります。それは①ファウンデーション、②価
値観、③ニーズです。
「ファウンデーション」とは私たちが価値あ
る人生を歩んでいくために 最低限固めておかな

ければならない基盤のことを言います。具体的
に私の場合は、“家族の幸せ”と“自分の健康”
が特に大切にしたいと感じるファウンデーショ
ンです。ファウンデーションを見直すことで、
運動不足だった私も軽い運動を始めたり、睡眠
時間を意識的に確保するようになりました。
２つめのKey Word は「価値観」です。価値
観をはっきりとさせることが、ぶれない人生へ
と導きます。価値観とは自分が夢中になり、い
くら時間を費やしてもいいと感じられる活動、
興味の対象をいいます。私たちの人生は一貫し
た価値観の基に歩んでいると言えます。私の価
値観は“自分のお世話になった人・土地へ恩返
しをすること”です。自分の生まれ育った故郷
に何らかのかたちで恩返しをすることが、一生
を掛けて続けていきたい私の価値観となり、そ
の表現が家庭医療の実践となります。
そして、３つめのKey Word は「ニーズ」で
す。ニーズとは、次のステージやVision に向か
うために 現在の自分が満たされたいと思う感情
をいいます。そのニーズは現在のあなたの行動
の源となりますが、それは一時的なものであり、
満たされてしまうと次の原動力にはなりません。
現在の私は“家庭医の仲間を増やす”とうニー
ズを満たそうとしています。限られた同志のサ
ポートだけでは家庭医療研修を続ける不安を解
消できないのかもしれません。他施設の後期研
修医と交流を深めることで、自分の家庭医とし
てのアイデンティティを何とか確立しようとし
ているところです。
当日はこの 3つの Key Words を指導医の先生同士
で引き出していただき、Vision Map を完成していた
だきました。
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今のところ若手家庭医のなかで意識的に価値
観に基づいたVision に向かっている人は少ない
のではないかと思います。私の経験では価値観
という軸が明確でないと、研修中の様々な誘惑
が自分の気持ちを揺さ振り、それが将来への悩
みへと増大していきます。それは私たちのマネ
ジメント力が足りないことも理由の一つですが、
悩む若手家庭医のキャリアを具体的にサポート
できる指導医がもっと多くなれば、その現状も
少し変わるのではないかと思います。悩みを相
談してもその場限りの言葉だけでは具体的な解
決策は見えてこないのです。
今回のようなWSは指導医の先生方にとって
は若手と比べ新たな発見や感動は少ないのでは
ないかと実は心配していました。多くの指導医
の先生方は意識しなくても今回の内容を実戦さ
れている方は多いと思います。しかし教育する
上で意識化し言語化できないことは人に教えら
れないと思います。今回価値観を意識化・言語
化したことによる感動や、自分を多角的に見る
ことによる新たな発見に、感銘を受けて頂いた
印象を持ちました。WSの最中に自分の価値観を
改めて気付かれた先生が思わず声を上げた場面
もありました。多くの先生が口々に自分の言葉
で自分の価値観を説明して頂けたのは、今回の
WSが十分伝った証拠だと思います。それを今後
の若手の教育に十分生かしていただけると確信
いたしました。
WS開始前に比べ、終了後のまるでマラソンを
全力で走りきったような会場の熱気と指導医の
この熱心さがあれば、悩む若手家庭医を必ず明
るい未来へ導いてくれると確信しました。

家庭医療とは人生そのものだと思います。こ
のWSを通じて、研修医への指導力向上だけで
なく、指導医の先生自体の人生がより豊かになっ
たと感じていただけたら幸いです。

家庭医療のコア・プリンシプルを
活かした診療実践と教育

（実施報告）

岡田　唯男

家庭医療のプリンシプルを教えるためには指
導医自身がプリンシプルをよく理解していなけ
ればならない。では家庭医療のプリンシプルと
は何だ？という疑問からWSは始まった。

学会、また指導医が考えておくべき疑問とし
て
1. Principle の存在は家庭医療 /Generalist に特有
のものか？（臓器専門医には Principle はない
のか？不要か？　「眼科医たるもの云々～」と
言った語りはないのか？）
2. 家庭医療に Principle は必要か？（独自の学問
体系として成立させる必要はあるか？　目の
前の患者、地域を救えばそれでよいのでは？
　つまり予防を含めてマニュアルに書いてあ
る各病態のマネジメントのみを教えればよい
のでは？）
3. 必要だとすれば家庭医療のコア・プリンシプ
ルとは何か？
4. ではそれはどのように教えればよいのか？
の４つを挙げた。

その後代表的な家庭医療および家庭医療学の
教科書（意図的にこの２種類を使い分けている
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ポートフォリオ作成支援のABC
─ 学会認定プログラム対応 ─

八藤　英典

ことに注意）の目次を皆で眺めてみる。（Taylor, 
McWhinney, Rakel, Saultz, Sauth-Paul, Stephens, 
Kassai など）そしてそれらの多くは前半の紙面
を十分に割いて、‘principle’についての記述を
行っていることに気づく。
Principle とは物事がよって立つ原理、原則の
ことである。我々の家庭医療はどのような原理、
原則に基づいて実施されているのか。それは他
の領域にはない独自のものなのか？

ついで、家庭医療は家庭医療学でという学問
である必要があるかということを考えるために
以下の設問に基づいてグループ討論。ここでは
そもそも「学問」とはなにか、ということから
考える必要がある。
・家庭医療は学問である必要はあるか？
・それとも他分野の知識、技術を組み合わせて行
う現場の実践学（実学）だけでよいか

・独自の学問体系であるとするとそれはどのよう
なものか？

そして最後は、それらの学問体系、principle
はどのようにして教えるべきかについて討論。
講義などではなく、特定の価値観に基づいて動
く職場の中でただ働く、ということだけでじわ
じわとしみ込ませるような教え方も、まだまだ
健在であることを確認してWSを終えた。
ほとんどの指導医の皆さんが、おおむね家庭
医療のプリンシプルについては共通理解をもっ
ていることが判明、学会にとっては非常に安心
材料となったのではないかと思う。

我々のワークショップでは、ポートフォリオ
作成支援の方法について、3STEP に分けて、そ
の理論と本輪西ファミリークリニック（以下、
MFC）におけるこの 6か月間の実施例を交えな
がら、説明させていただきました。
家庭医療専門医認定試験の要件にポートフォ
リオの提出を求めることが日本家庭医療学会で
決定し、研修医や指導医の皆様から、そのテー
マや評価基準がどうなるのかというご質問をた
くさん頂きました。このワークショップでは、
当日の時点でほぼ決定している内容を呈示させ
ていただきました。参加者のお一人には、「ポー
トフォリオというお化けに、やっと足が見えて
きた」というコメントを頂き、我々が達成した
かった目標を１つクリアできたと思います。
また、このワークショップの主目的は、指導
医の皆様が、研修医のポートフォリオの作成
を支援できるようになることですので、その
3STEP をここで簡単にご説明します。
まず、STEP1 は、ポートフォリオとそのテー
マを理解するということです。認定試験では、
基準準拠型の提出用ポートフォリオの作成が求
められ、試験官によって総括的評価が行われま
す。そのため、評価基準をクリアするものを作
成することが求められます。また、指導医もテー
マやその内容を理解していないと、研修医が作っ
てきたポートフォリオを改善するアドバイスが
できません。そのため、家庭医療のコアプリン
シプルズの理解と場合によっては説明ができる
ことが求められます。これに関しては、岡田先
生のワークショップで扱っていただきました。
MFCでは、オリエンテーションや目標設定、家
庭医療レクチャーを通して、これを実践してい
ます。
そして、STEP2 では、ポートフォリオの「ネ
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タ」探しの方法について、ご説明しました。研
修医は省察的実践を行う中で、ポートフォリオ
の「ネタ」を見つけます。その省察的実践は、
指導医との対話の中で、指導医からマンツーマ
ンのサポートがあるとよりよいものになります。
MFCでは、研修医に研修日記をつけてもらった
り、毎日の医師会議で症例カンファレンスを行っ
たり、1か月に 1回の振り返りや SEAを実施す
る中で、研修医との対話を深め、一緒に「ネタ」
探しを行っています。ワークの中で、参加者の
皆様の現時点での取り組みを振り返っていただ
き、今後、どう「ネタ」探しを支援していけるか、
考えていただきました。ワークの中で、さまざ
まなアイデアが浮かび、早速、明日からどのよ
うに実施するか考えたいと感想を下さった方も
いらっしゃいまして、我々が想定していた成果
が得られたのではないかと思っています。
STEP3 は、指導医が作ってきたポートフォリ
オを、評価基準を満たすものに改善していく方
法をお示ししました。MFCでは、1名の研修医
に対して、2週間に 1度、1時間程度でポートフォ
リオ検討会を開催し、具体的に、どのように改
善すればよいのかをアドバイスしています。ワー
クでは、我々が用意したポートフォリオを参加
者の皆様に見ていただき、具体的な改善のアド
バイスを頂き、改善への関わりを疑似体験して
いただきました。ただ、今回は、ワークショッ
プの中で、STEP1,2 をまずは十分に理解してい
ただいた方がよいと判断し、そちらに時間をか
けたため、次回以降の指導医養成ワークショッ
プで、STEP3 については深めることとしました。

最後に、ポートフォリオが試験項目に入った
ことで、ポートフォリオをどうしてもやらざる
をえないので仕方がないと捉えていらっしゃる
方も少なからずいらっしゃるという印象を持ち
ました。我々が、この 6 か月間で、研修医に指
導する中で感じたことは、ポートフォリオの作
成を通して、研修医と指導医の対話の機会が増
え、その内容が深まることです。さらに、ポー
トフォリオを作る中で、「患者さんの物語を理解
できたという実感が持てて、家庭医として働く
喜びを感じて、感動した。」というコメントをく
れた研修医もいて、ポートフォリオの作成が、
研修医の家庭医としての成長を促進する可能性
も感じました。そのような経験から、皆様にも、
是非、前向きに、積極的に取り組んでいただけ
ればという思いでおります。このワークショッ
プを通して、我々はこのような思いを持つこと
ができて、このような機会を下さった皆様に感
謝いたします。どうもありがとうございました。
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平成 22 年 4 月 1 日に日本プライマリ・ケア学会、日本家庭医療学会、そして日本総合
診療医学会が合併して日本プライマリ・ケア連合学会が発足いたします。そして新しく
できる学会においても、専門医等の認定を行います。そのために別に示しております「新
学会の後期研修プログラム認定に関する規則（抜粋）」と「新学会の専門医認定審査にお
けるポートフォリオに関連する規則（抜粋）」等が現時点で合意されております。これに
基づき、新たに平成 22 年度からプログラム認定を希望する施設に対して、日本プライマ
リ・ケア連合学会による家庭医療後期研修プログラム認定を日本家庭医療学会が代行し
て行うこととなりました。希望される施設は日本家庭医療学会のホームページ（http://
jafm.org/）から「後期研修プログラム認定審査書」等の必要書類をダウンロードしてい
ただき、必要事項を記載のうえ、日本家庭医療学会事務局宛にご提出ください。締め切
りは平成 22 年 1 月末日とします。なお、現在、各学会で認定されている施設・プログラ
ムは、表記されている期限まで引き続き認定されます。
日本プライマリ・ケア連合学会は平成 22 年度に第 1回家庭医療専門医認定審査のため
の試験を予定しております。この審査は、現在、日本プライマリ・ケア学会で審査され
た研修施設、または日本家庭医療学会で認定されたプログラムのいずれかで、平成 22 年
3 月末日までに所定の研修を終了した研修医に対して行います。認定審査は、Modifi ed 
Essay Question、Clinical Skill Assessment、およびポートフォリオによって行います。
ポートフォリオ等の記載内容は「専門医認定審査におけるポートフォリオに関連する規
則（抜粋）」にあるとおりです。ポートフォリオは研修中に記載するのが望ましいので、
研修医はポートフォリオ事例報告書をダウンロードしていただき、逐次、研修中に記載
してください。
多くのプログラムが申請され、今後、新学会のよりよい専門医が養成・認定されるこ
とを期待しております。

平成 21 年 10 月 30 日

日本プライマリ・ケア連合学会による
後期研修プログラム認定と
専門医認定について

日本プライマリ・ケア学会　会員各位
日 本 家 庭 医 療 学会　会員各位
日本総合診療医学会　会員各位

日本プライマリ・ケア学会　会長　前沢政次
日本家庭医療学会　代表理事　　　山田隆司
日本総合診療医学会　運営委員長　小泉俊三
認定制度検討委員会　委員長　　　竹村洋典



28

 

 
 

 
 

 
 

2
 

 
 

3
 

 
 

5
 

2
 

3
 

 
 

6
 

2  
 

 
7 1  

2  
3

 
 

 
9 5  



29

 
 

1 3  
2 3

16   
 

 
2  

 
 

3 2  
(1) 
 
(2)  

 
 

2 3 (1) 2015 3 31
 

 
 

4 3 (1) 6
3

 
 

 
5 6

3
 

2
 

3  
 

 
3 5 3 2015 3 31

 
 



30

 
6

 
(1)  
(2)  
(3)  
(4)  
(5)  
(6)  
(7)  
(8)  
(9)  
(10)  
(11)  
(12)  

 
 

7
 

(1) 7 1  
(2) 28 3

1  
(3) 1

 
 

28
 

 
 

8
 

 
 

9 6
20,000  



31

 
10 9

 
2

 
3

 
4

 
 

 
11

 
2 30 50,000

 
3

 
 

 
12

 



32

3  
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 
 

 
 
a. 

 
b.  
c.  

 

 
 

 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 



33

(a)  
(b)  
d. 

 
e. 

 
   

 
 

 

 
 

a.  
 

b.  
c.  
d.  
(a)  
(b)  
e.  
f.  
   
 

 
 

 

 
 
a. 

 



34

(a)  
(b)  
(c)  
b.  
(a)  
(b)  
c.  
(a) 
(c)  
    
 

 
 

 
 

 

 
 
a.  
b.  
c.  
d.  
e.  
f.  
g. EBM (evidence-based medicine)

 
h.  
i.  
  

 
 

 
 



35

a.  
(a)  
(b)  
b.  
(a)  
(b)  
(c)  
(d)  
c.  
d.  
(a)  
(b)  
(c)  
(d) 

 
(e) 

 
(f) information technology; IT  
    
 

 
 

 

 
 
a.  
(a)  
(b)  
b.  
(a)  
(b) 
(c)  
(d)  



36

c.  
(a)  
(b)  
(c)  
    
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 



37

 
 

 
 
a.  
(a)  
(b)  
(c)  
b. 

 
 

 
 
a.  
b.  

 
 



38

 
 

 
 

 
 

 
 

17 16

 
 

 
18

Clinical Skills Assessment Modified Essay Question
 

 
 

 
( ) 

3
 

(1)  
 

(2)  
(3)  
(4)  

 
 

4
(4)

 
(1)  
(2)  
(3)  



39

2
20 20

 
 

 
6

 
 

4 2  



40



41

 
 

2 4

2012
8 2 50 20

3 4   
 

2010  
3 4 2 2010

10 20
4 2 1 5 5  

2 2  



42

第5回 若手家庭医のための家庭医療学冬期セミナー

2010年2月13日（土）、2月14日（日） 
東京大学 
医学部教育研究棟第１-6セミナー室（医学図書館 333. 310 号室） 

家庭医を目指す（若手）医師が持つ夢・理想像を具現化し、実現するための
ディスカッション、WSなど 
（詳細は検討中です。追って連絡いたします。） 

①学会認定プログラムの後期研修医 

②家庭医を志す卒後 3-10 年目の医師 

③家庭医を目指す初期研修医、11 年目以降のベテラン医師も歓迎いたします。 

120 名

日時；

会場；

内容；

対象；

定員；

問い合わせ先； 冬期セミナー専用アドレス
seminar-wakate@a-youme.jp 

家庭医療学会若手部会　冬期セミナー

スタッフ代表　宮地　純一郎

　2010 年 2 月に第 5 回若手家庭医のための家庭医療学冬期セミナーを下記の要領で開催
いたします。 
前回の会報でもお知らせしたとおり、第５回は「家庭医としての志」をテーマに据えて、
下記の 2日間、めいっぱいお届けする予定です。 

　テーマの中では①家庭医としての学びを深め、②若手個人としての、また家庭医として
の 5年後・10 年後の将来像を思い描き、③3学会合併にむけて、ジェネラリストの在り方
を考えるということについて学びながら発展させる 2日間にしたいと思っています。 
　具体的なセッションは現在鋭意準備中ですが、昨年と切り口を変えて家庭医療のコア
な知識を提供し、ポートフォリオについて複数の WS を開催、病棟家庭医やグループプ
ラクティスなど自分の家庭医としての将来像に近づくための資源を見つけ出したり考え
るセッションなど、若手家庭医にとって実りの多い企画を予定しております。 

　詳細は決まり次第、メーリングリスト、ホームページなどを通じて、連絡させていた
だきます。 
　乞うご期待ください。 
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平成21年度  第3回 

家庭医療後期研修プログラム指導医養成のためのワークショップ

◆ 期　日　 : 

◆ 場　所　 : 

◆ 対象者　 : 

◆ 参加費　 : 
　 

◆ 参加登録 :

さらに詳しい内容が決定次第、学会ホームページにてお知らせいたします。
http://jafm.org/fd/

　　この夏、14 名の第１期家庭医療学専門医が誕生し、プログラム修了者に対する社会
からの期待や関心はますます高まっております。そして、確かな実力を持った家庭医を
育てることができる魅力あるプログラム作りは喫緊の課題とも言えます。
　当ワークショップでは、今後の家庭医療指導医に求められる実地での教育能力やプロ
グラム管理能力の養成を目指して、今年度も定例ワークショップ３回を企画しておりま
す。第３回 WS では、第２回 WS でも取り上げたポートフォリオ作成支援に関する実践
的な学びを基軸にしながら、指導医やプログラム管理者の皆さんのニーズに応えられる
プログラムを準備しております。詳細は学会ホームページなどで随時公表して参ります
ので、ご覧下さい。
　学会認定プログラムに関わる多くの指導医の皆様のご参加をお待ちしております。 

2010 年 1月23日（土）～24日（日）
23日　14:00～18:00　（受付：13:30～） ／ 24日　 9:00～12:00　（受付： 8:30～）
※1月23日（土）12:30～14:00プログラム責任者の会が開催されます
東京八重洲ホール　2F/201 室 
〒103-0027　東京都中央区日本橋 3-4-13
　地下鉄　銀座線日本橋駅・京橋駅より徒歩約 5分
　　　　　東西線日本橋駅より徒歩約 5分
　ＪＲ　東京駅八重洲中央口より徒歩約 3分 

現在、本学会認定の家庭医療後期研修プログラムを運営している指導医またはプログラム責
任者、または将来立ち上げを計画している指導医（学会員に限る＊） 
＊非学会員の方は当日入会手続きをしていただけます。
※プログラム責任者については代理参加も可。但し代理の場合も会員であることが条件です。
※家庭医療後期研修プログラムのこれまでの状況を存じない方は、学会webサイト（http://
jafm.org）より学会認定後期研修プログラム（バージョン 1.0）をダウンロードしてご持参く
ださい。  
10,000 円（どちらか 1日のみ参加の場合は6,000 円） ※懇親会費は別途
懇親会費（軽食での情報交換会）：5,000 円
（費用は、当日受付にてお支払いください）
メール、ファックス、郵送のいずれかにて、件名に「指導医養成のためのワークショップ」、
本文に「（1）氏名、（2）所属、（3）連絡先（メールアドレスまたはファックス）、（4）懇
親会参加の有無」を明記のうえ、下記学会事務局に申請をお願いします。
　　　　　　　日本家庭医療学会事務局
　　　　　　　　〒550-0002 大阪市西区江戸堀 1-22-38 三洋ビル4F
　　　　　　　　あゆみコーポレーション内
　　　　　　　　TEL : 06-6449-7760　　FAX : 06-6441-2055
　　　　　　　　E-mail : jafm@a-youme.jp 
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2009 年 12 月 1 日～ 31 日まで、第三回 田坂賞推薦の公募をします。
家庭医療学会会員、TFC会員の方は、一人一名の推薦（他薦のみ）ができます。
ぜひ上記の規定に従って田坂賞にふさわしい方を、以下の公募ページの応募フォームに必要
なことをご記入の上ご推薦ください。なお公募ページ以外からの推薦はできません。

公募ページ：http://www.smb.net/̃tasaka_award/
なお、この公募ホームページを開くには以下の IDとパスワードが必要です。
　
　　ID  : tasaka
　　PW : award
　
また会員資格の確認のため、TFC会員の方はMLへの登録メールアドレス、家庭医療学会会
員は、家庭医療学会会員番号を応募フォームに記入して下さい。

１、目的：TFCMLという 2500 人以上の家庭医、専門医を日常的につなぐＭＬを一人で管理され、家庭医療
の発展に多大な貢献をされながら、49 歳という若さで急死された田坂佳千先生の業績を忘れず、先生の
目指された家庭医と専門医の相互理解と連携による、日本の家庭医療の質向上、普及、生涯教育に貢献さ
れた方を表彰するための賞。

２、内容：田坂賞の盾と副賞（旅行券）（毎年の費用５万円はTFCML関連の事業で与えられた基金から日本
家庭医療学会に寄付されるものを充てる）

３、授与方法：毎年家庭医療学会総会において、田坂賞受賞者１人の表彰式を行なう。
　　なお家庭医療学会総会の中で、受賞者による受賞記念教育講演またはWSをお願いする。
４、選考基準：家庭医と専門医の相互理解と連携による、日本の家庭医療の質向上、普及、生涯教育に貢献を
された方。（研究を主として選ばれる日本家庭医療学会賞とは区別する）

５、選考方法
（１）TFC会員、家庭医療学会員から公募による推薦を受け、家庭医療学会内に設置する「田坂賞選考委

員会」で最終決定する。
（２）田坂賞選考委員会は、日本家庭医療学会理事・監事４（うち１人が委員長を兼ねる）、TFC幹事会３、

学識経験者２、オブザーバー１（日本家庭医療学会代表理事）で構成する。任期は家庭医療学会の理
事の任期に合わせることとする。

（３）田坂賞対象者は、家庭医療学会員、家庭医療の専門家であることは問わない。家庭医以外でも、家
庭医療の発展、普及、教育に貢献された方は選考対象に含める。

６、この賞の期限は設けない。家庭医療学会が他学会合併する場合やTFCMLからの寄付継続が難しくなっ
た場合は、その時点で継続するかどうかを検討する。

田 坂 賞 規 定

田坂賞選考委員会委員名簿
　　　　日本家庭医療学会担当理事　　１名（選考委員長）内山富士雄
　　　　日本家庭医療学会理事・監事　３名　　　　　　　雨森正記、松下明、山本和利
　　　　TFC幹事会　　　　　　　　  ３名　　　　　　　中西重清、藤原靖士、早野恵子
　　　　学識経験者　　　　　　　　　２名　　　　　　　大滝純司、高橋裕子
　　　　オブザーバー　　　　　　　　１名　　　　　　　日本家庭医療学会代表理事　山田隆司

《田坂賞公募のお知らせ》
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1.  研究テーマ
　　家庭医療に関するものであればテーマは自由。 

2.  交付の対象
　　 本学会の会員が研究代表者である個人または研究グループで、本学会の研究委員会および
理事会で選考されたもの。

3.  交付の条件
　　(1) 他の団体などから同一の研究について補助金を受けていないこと。
　　(2) 研究成果については本学会会長あて研究報告書、収支決算報告書を提出すること。
　　(3)  毎年年度末に進捗報告書を提出すると共に，原則３年以内に家庭医療学会（ないしは合

併後の学会）の学会誌に原著論文を投稿すること
　　(4) 交付金は 1件 20 万円を上限とする。

4.  選考
　　 採択は課題研究、自由研究合わせて 3件以内とする。本学会研究委員会で予備選考を行っ
た後、理事会で採択を決定する。

5.  申請書類の提出
　　 補助金の交付を希望する者は、下記アドレスから申請書をダウンロードのうえ、日本家庭
医療学会事務局宛に平成 22年 1月 20日（水）（消印有効）までに申請書を提出すること。
申請書の書き方については、「研究補助金交付申請書の記載に係る細則」を参照のこと。

申請書ダウンロード　http://jafm.org/html/com/kenkyu.html

平成21年度 日本家庭医療学会 研究補助金 公募について

　本学会では、平成 17年度より家庭医療学の発展に寄与する研究に
対して研究助成事業を行っています。詳しくは以下の要項をご覧の上、
奮ってご応募ください。

平成21年度 日本家庭医療学会 研究補助金 公募要項

近年、家庭医療は急速に普及してきているが、その認知はまだ十分とは言えない。特に、学
際分野においては、一層の向上が求められているところであろう。一方で、家庭医療領域の研
究は、その手法や考え方に関しても、従来の枠組みのみにとらわれることなく、様々な可能性
を考えるべき領域であると思われる。日本家庭医療学会としては、より自由な発想により、研
究を推進することが求められている。
このような背景を踏まえ、日本家庭医療学会は研究補助金制度を実施し、家庭医療学領域の
研究を開発、推進することを目論んでいる。今年度は、特にテーマを設けず、家庭医療の様々
な領域に関連した研究を募集する。
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1.  全体を通じた注意
　　 基本的に、元の表のフォーマット（各項目の文字数、フォントなど）を変更することなく、
字数を割り振って下さい。

2.  研究経費：
　　研究計画・方法との整合性を勘案しつつ、以下のように区分して記載して下さい。

3.  研究目的：
　　 研究代表者が現場での実践、世間や学会の動向を踏まえ、文献調査やこれまでの研究等を
通じて、本研究を実施したいと考えた経緯を記して下さい。

4.  期待される研究成果及び意義：
　　 研究成果に関しては、仮説検証研究の場合には仮説及び関連の成果、探索的研究の場合に
はどのような領域に関する成果かを記述して下さい。意義については、成果によって生ま
れると研究者が考えている意義を記述して下さい。

5.  研究計画・方法
　　 対象、研究デザイン、得ようとするデータ、データを得るための手法、解析の方法、予想
される倫理的な問題とその対処等を具体的に記述して下さい。また、これらのステップを
どのように進めるかの計画を初年度、次年度以降に区切って説明します。倫理的な問題に
関しては、どの倫理委員会にて審査を受けたか、あるいは審査予定かも記して下さい。

6.  研究業績
　　 研究代表者による業績のうち、本研究に関連したものを最大３点まで列挙して下さい。業
績には論文（学会誌・商業誌は問わない）、書籍、学会発表を含み、それぞれ下のフォーマッ
トに従って下さい。

　　　論文　 著者（３人目まで，以下「～ら」「et al」と表記）．タイトル．雑誌名（略称）と年号；
巻数：ページ（略さない）

　　　書籍　（単著の場合）著者．書名．発行所，発行地，発行年
　　　　　　（共著の場合） 共著者．タイトル．書名（編者）発行所，発行地，発行年，ページ（略

さない）
　　　発表　 発表者（３人目まで，以下「～ら」「et al」と表記）．タイトル．学会名，開催地，

開催年月

研究補助金交付申請書の記載に係る細則

消耗品費 文房具、書籍、その他の物品を購入するための経費

旅　費
研究代表者の国内出張（資料収集、各種調査、研究の打合せ、研究の成果発
表等）のための経費（交通費、宿泊費）

謝金等
研究への協力（研究補助、翻訳・校閲、専門的知識の提供、アンケートの配付・
回収・入力等）をする者に係る謝金、報酬支払いの経費

その他 その他当該研究を遂行するための経費（例：印刷費､ 複写費､ 通信費等）
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リレー
連載

恵寿家庭医療研修プロ
グラム第 1 期生として

2009 年 7 月 1 日よりこのけいじゅファミリーク
リニックにて研修を行っております。現在は、
卒業 4 年目で、福井県立病院にて 2 年間の初期
臨床研修を修了した後で 1年間の金沢大学付属
病院総合診療科研修を経て当クリニックで研修
を開始しました。今回診療所研修紹介の機会を
頂き、当クリニックの研修の特徴を後期研修医
の立場より考えてみました。

施設紹介
けいじゅファミリークリニックは石川県七尾
市、能登半島の付け根に位置します。地域医療
の危機が言われておりますが能登地域も例に漏
れません。当院の母体である恵寿総合病院はこ
の能登地域の中核病院との自負でこの地域の医
療の発展のために様々な取り組みを行ってまい
りました。PET-CT、リニアックを始めとした高
度先進機器の設置、電子カルテの早期導入およ
び開発への協力や関連施設間は広域イーサネッ
ト、地域開業医とはVPNを利用した患者情報の
共有、その他さまざまな経営・管理面での先進
的な取り組み（全国初もちらほら）などで、地
方にあっても質の高い医療を提供するだけでな
く、医療の発展のために全国的に発信している
ことも多々あります。（詳しくは理事長ブログ；

http://keijumed.exblog.jp/）
地域医療再生のため当法人が目をつけたのが
家庭医療でした。医師不足の地域では一人の医
師が様々な問題に関わらなければならず、これ
を行うのに最も適した医師が家庭医との理解か
ら、理事長自らアメリカに赴きリクルートして
きたのが、私の指導医である当クリニックの吉
岡哲也院長です。平成 20 年 10 月に恵寿に赴任
され家庭医療学センターを開設し、今年 4月に
ファミリークリニックをオープンさせました。
クリニックにある診察室 3室は個室でスペー
スも広く、落ち着いていて、どんなことでも話
しやすい環境になっています。1室には内診もで
きる診察台を設置していますが、普段は椅子兼
診察台として機能し、内診台の機械的な感じが
伝わらないよう業者に特注して作ったものです。
他の 2室にはカメラを設置し、同意を得たうえ
で研修医の診察がライブでモニターでき、録画
もできるようになっています。クリニックにあ
る診断機器は超音波くらいですが、筋骨格の観
察に適したプローブを使用したり、胎児観察に
最適なセッティングをしたりと幅広く利用され
ています。

指導医紹介
指導医である吉岡院長は米国ミシガンで家庭
医療レジデンシーおよび老年医学フェローシッ
プを修了しています。ミシガン大学では指導医
養成コースも受講しており、私自ら指導を受け、
また初期研修医への指導を見るにつけ、指導方
法や内容が的確で素晴らしいと感じています。
特に当院では初期研修医にハーフデイバックの
外来研修を提供していますが、彼らの医療面接
やプレゼンテーションの能力は自分の辿った軌
跡を振り返ると医師としてまだ半年ほどしか
経っていないのにと、羨ましさを感じるくらい
です。

能登の自然に癒されながら濃密な家庭医療研修

社会医療法人財団薫仙会　けいじゅファミリークリニック
恵寿家庭医療研修プログラム後期研修医　山田　雅晶

落ち着いた感じのクリニック
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院長は日本での家庭医による産婦人科診療へ
の関与の促進にも取り組んでいて、当院も産婦
人科を標榜科の一つとしています。おかげで
これまで私にとって未知の領域であった内診や
妊婦の診療も徐々に経験させていただいていま
す。妊婦検診については、家庭医も分娩介助が
できるという理解を促すためにも院長が病院の
産婦人科に週 1回赴いて行っております。また
ALSO® (Advanced Life Support in Obstetrics)
のインストラクターとしても活動されており、
家庭医がより自信を持って質の高い産科診療が
提供できるための下地として普及するよう尽力
されています。当院でも明年1月にプロバイダー
コースを開催する予定です。

研修内容
この原稿を書くにあたり、8月の診療所研修を
振り返ってみました。クリニックでの担当患者
数は延べ 92 名で、新患が 47 名、再診が 45 名で
した。主訴でみると新患患者の内訳は、内科疾
患が 27 例、精神疾患が 6例、外科疾患が 2例に
耳鼻科疾患が 1例でしたが、家庭医として患者
のすべての健康問題を探っていくと、皮膚、整形、
産婦人科の疾患など内容は豊富でした。その他
に、健康診断や予防接種が含まれました。また、
病院での救急外来研修も並行して行っており、
担当患者数は延べ 77 名でした。実労働日数と照
らし合わせると 1日平均 11 名前後となります。
新患患者に関してはほぼ全症例に対して、

面接・診察⇒プレゼンテーション⇒ディスカッ
ション⇒診断・治療方針の決定⇒説明

を指導医である吉岡先生と行い、1症例毎に振り

返りを行っております。これまでの我流の診療
を矯正する上でも、また、自身の診療能力を伸
ばす上でも本当に充実した指導を受けておりま
す。特に行動科学の分野では短期間で格段に成
長したと思います。以前にも複雑なサイコソー
シャルな問題を抱えた患者を多く診てきました
が、一人でどうしていいのかと悶々としながら
診療していました。ここでは指導医にいつでも
相談でき、様々な臨床のコツ (Tips) も教わって、
より自信を持ってストレスなく診療に当たれる
ようになりました。
診療現場以外では、毎朝毎昼診療の始まる前
にハーフデイバックで戻ってくる初期研修医が
先週遭遇した臨床上の疑問について発表するカ
ンファレンスを行っています。初期研修の間か
ら自分の臨床疑問を様々なリソースを使用しな
がら解決していく習慣を促すために行っている
ものですが、いろいろとアドバイスしている私
にとっても最新のエビデンスをチェックしたり、
知識を基本から整理したりすることができ大変
勉強になっています。
毎週水曜日の夕は英語のネイティブスピー
カーに来てもらって、医療現場での英会話を練
習しています。これは国際的に通用する家庭医
に育ってほしいとの院長の計らいですが、異文
化に接して様々な価値観に家庭医としてより柔
軟に対応できるようにとの狙いもあるそうです。
ここでは英語を学ぶだけでなく、実際の診療場
面を模して効率的な病歴聴取の仕方、患者中心
の医療の方法の適用のトレーニングも受けてい
ます。
その他にも金沢大学のクリニカルクラーク
シップで来る医学生と初期臨床研修医 6名への
指導も行っており、大変充実しております。

研修環境
クリニック、病院の研修環境も申し分なく、
DynaMed®をはじめとして、様々なオンライン
の医療資源を活用可能であり、非常に助かって
おります。一次資料については EBSCO host が
利用可能です。また、金沢大学附属図書館蔵書
であれば、必要経費を病院で負担してくれるた
め論文入手に困ることはほとんどありません。
日本語の論文についてもメディカルオンライン®

モニターを見ながら学生に指導する吉岡院長
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が利用可能であり、充実しております。
私生活では、食に関しては、七尾港の近くと
いう恵まれた立地条件のため海の幸の美味しさ
は言うまでもありません。魚介類はあまり得意
ではありませんでしたが、七尾に来てからは近
所の食堂の刺身定食が一番のお気に入りです ( 病
院見学に来る学生にも大評判の料理屋です )。魚
の他にも能登牛や能登野菜などおいしい食材が
豊富で、和食だけでなくイタリアンなど人気の
店も多く、いいものが手ごろな値段で食べられ
ので、無理することなく食の贅沢を堪能するこ
とができます。また、平日の昼食と夕食につい
ては病院内にて提供されるため一人暮らしでも
偏ることなくバランスのよい食事をとる事がで
き本当に助かっております。住環境に関しては
病院宿舎 ( 新築 1LK) をほぼ無償で利用すること
が可能です。有名な和倉温泉は駅ひとつ離れた
だけなので気軽に利用でき、病院に温泉浴場を
設けているくらいです。天気の良い日には、能
登島や海岸線をドライブすると気分爽快になり
ます。釣り、シーカヤック、ジェットスキーな
ど様々なマリンスポーツを楽しむこともできま
す。七尾湾は意外と水が澄んでいてダイビング
のスポットにもなっています。野生のイルカま

で生息していて、ほぼ毎日観察することができ
ますし、野生のイルカと泳ぐことができるのは
日本ではここくらいではないかと思います。ま
た、看護師さんを含め七尾の人々は温かく本当
に快適に研修を行うことができます。地方で交
通環境はどうなのかと心配される方も多いよう
ですが、車で 40 分の場所に能登空港があり、そ
こから東京羽田へは 1時間のフライトですから
意外と便利です。そのため、各種学会や研修会
への参加も不自由なく行うことができます。実
際に横浜、沖縄での院外研修や東京での認定内
科医試験受験の際には重宝しました。

こういった環境のなかで日常的に癒されなが
ら、濃厚な研修が受けられ毎日大変充実してい
ます。開始初期でどのような研修になるか不安
な気持ちもありましたが、吉岡院長を頼りにこ
のプログラムに入ることができ、自分は幸運で
あったと強く思っております。この研修を続け
ながら、自身の目標に向かって少しでも近づい
ていけるように努力をしていきたいと思います。

七尾湾の向こうに立山連峰が見えてとてもきれい 能登島ではレスキューダイバーの講習も

けいじゅファミリークリニックホームページ
http://www.keiju.co.jp/family/
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「生涯学習（CME）に役立つツール」特集

内山 富士雄

日常生活や仕事場で自分の“軸がぶれた”様に感じられるときなどに戻って開い
てみるそんな本の紹介はどうだろうか、このコーナーにはちょっと場違いかな？と
考えているときに大江健三郎さんの書いた以下の文章（朝日新聞 9 月 22 日）に出
会いました。
「いま現在、危機は世界に、またこの国に居座っています。それにつながっての（さ
らには孤絶した）個人の危機ものりこえられねばなりません。書店は、ありとあら
ゆる分野の、しかも揃って実用的な本の山です。こういう時、危機に直面する技術
としてもっとも古い、文化について語る本に私は注目します。」
そこで『平静の心』オスラー博士講演集（日野原重明、仁木久恵　訳／医学書院）
です。有名なこの本は皆さんの書架の片隅にも眠っているのではないかと思います。
きっと以前目を通したときはキリスト教やヨーロッパの古典の引用が多くてついて
いけずに読みきれなかったでしょう。
でもだまされたと思って埃を払って読んでみてください。意外にも開業医や家庭
医の琴線に触れる、あるいは本来の“立ち位置”を再確認させてくれるメッセージ
にそこで出会えるでしょう。たとえば
「医療とは、ただの手仕事ではなく技術である。商売ではなく天職である。…信
頼のおける相談相手、家庭医である諸君のもとへ、父親はその心配ごとを、母親は
その秘めた悲しみを、娘はその悩みを、息子はその愚行を携えてやってくるであろう。
諸君の仕事のゆうに三分の一は、専門書以外の範疇に入るものである。…諸君は心
の弱った者に慰めと助けを与えることができる」、あるいは、
「一般開業医である諸君は、応用は別として、科学の進歩とは直接の関係を持た
ないかもしれない。だが諸君の果たすべき務めは、はるかに優れた神聖なものである。
自分の立派な仕事を見せんがために、世の人々の前で灯りを点けようなどと考えて
はならない。…この集団のメンバーは争ったり、大声を張り上げたりすることもなく、
街中でその声が聞かれることもないが、悲しみ、窮乏、病気にある者を慰める役目
は彼らのものである。…もっとも優れた医者とは、往々にして世間にその名があま
り知られていない医者であることが多い」
私は、行き詰ったとき、何ともやりきれない事態に直面したとき、心がすさんだ
ときなどにこの本を開くことにしています。

アート

・ ・ ・ ・ ・ ・
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増補改訂版

増補改訂版にあたって

特定非営利活動法人  日本家庭医療学会 生涯教育委員会
　伴信太郎（委員長）、
　武田伸二、雨森正記、一瀬直日、横谷省治

（協力委員）小笠原幸裕、北西史直、北村大、
　　　　　　木村耕三、佐藤健一、西岡洋右

『Scene』の購入をご希望の方は、下記事務所宛てへ
E-mail、FAX、郵送のいずれかで
「冊数」と「送付先（住所・電話・メール）」を
ご記載のうえお申し込みください。折り返し、
ご購入手続きについてご案内申し上げます。

A4版／P72／フルカラー
１冊の頒布価格：1,800円（送料別途）

お問い合わせ先：
特定非営利活動法人　日本家庭医療学会事務局
  〒550-0002  大阪市西区江戸堀１丁目22番38号

三洋ビル4F  あゆみコーポレーション内
TEL. 06-6449-7760
FAX. 06-6441-2055
E-mail : jafm@a-youme.jp
URL  http://jafm.org/

　田坂佳千先生メモリアル出版のScene合本（2007年6

月刊）の初版は増刷を必要とする需要を得ました。この度、

学会生涯教育委員会（協力委員を含む）で手分けして 

‘Topic file’ を入れ替えるとともに、雨森正記先生の「診

療所での臨床教育」を新規追加しました。また、各項執筆

者に原稿を見直していただき、高野先生には加筆訂正を

していただきました。

　田坂先生が渾身の力を込めて編集した本書が更に活

用されることを念願しています。

植村 研一（浜松医科大学、岡山大学医学部、
　　　　　　松戸市病院、聖路加国際病院）

伊賀 幹二（伊賀内科・循環器科）

髙野  義久 （たかの呼吸器科内科クリニック）

木村 眞司（松前町立松前病院）

松下 　明（奈義ファミリークリニック、三重大学、川崎医科大学）

松木 孝和（松木泌尿器科医院、香川大学医学部）

横井 　徹（横井内科医院、香川大学医学部）

仲田 和正（西伊豆病院）

平本 　力（石岡・平本皮膚科医院、自治医科大学）

杉山 孝博（川崎幸クリニック）

倉澤 剛太郎（西吾妻福祉病院）

田坂 佳千（田坂内科小児科医院）

橋本 洋一郎（熊本市立熊本市民病院）

鈴木 幹也（東埼玉病院）

症状から診る
め ま い

動 悸

咳 嗽

頭 痛

全身倦怠感

血 尿

腰 痛

皮 疹

認 知 症

尿 失 禁

かぜ症候群

脳 卒 中

し び れ

残部僅少残部僅少
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メーリングリストの加入について

メーリングリストに加入してコミュニケーションの
輪を広げよう！
現在、約 1,000 名の会員が参加しています。希望者
は以下の要領で加入してください。

　◎参加資格
　日本家庭医療学会会員に限ります。

　◎目　的
メーリングリストは、加入者でディスカッション
グループを作り、あるテーマについて議論したり、
最新情報を提供したりするためのものです。家庭
医療学会の発展のために利用していただけたら幸
いです。

　◎禁止事項
メールにファイルを添付しないでください（ウイ
ルス対策）。個人情報をこのリストの中に流さな
いでください（自己紹介は可）。ごくプライベー
トなやりとりを載せないでください。

　◎加入方法
学会のホームページの ｢各種届出｣ のページか
ら申し込むか、事務局宛に次の事項を記入の上、
E-mail で申し込んでください。
　◯ 会員番号（学会からの郵便物の宛名ラベルに記
載されています）

　◯氏名
　◯勤務先・学校名
　◯メールアドレス

　会員であることを確認した上で登録いたします。

　事務局メールアドレス：E-mail : jafm@a-youme.jp

 

今回の会報も盛りだくさんの内容となりまし
た。来年４月以降に発足する合併後の「日本プ
ライマリ・ケア連合学会」での家庭医療後期研
修プログラム認定と専門医認定に関するページ
はとても重要な内容です。ぜひご一読ください。
最新情報は学会ホームページでも更新されま
すので、そちらも定期的にチェックお願いいた
します。

発行所：
　　特定非営利活動法人  日本家庭医療学会事務局
広報委員：
　　松下　明（会報担当理事）、朝倉健太郎

　〒 550-0002 大阪市西区江戸堀 1丁目 22-38 三洋ビル 4F 
　　　　　　　あゆみコーポレーション内

TEL  06-6449-7760 ／ FAX  06-6441-2055
E-mail : jafm@a-youme.jp

ホームページ : http//jafm.org/

入会手続について

　当学会に関心のある方をお誘いください。学生会員
も大歓迎です。入会手続については、学会のホームペー
ジの「入会案内」をご覧になるか、事務局までお問い
合せください。

会費納入のお願い

会員の皆様の中で、会費の納入をお忘れになってい
る方はいらっしゃいませんか。ご確認の上、未納の方
は早急に納入をお願いいたします。2年間滞納されま
すと、自動的に退会扱いとなりますのでご注意くださ
い。ご不明な点は事務局へお問い合わせください。

異動届けをしてください

就職、転勤、転居などで異動を生じた場合はなるべ
く早く異動届をしてください。異動届は学会のホーム
ページの ｢各種届出｣ のページからできます。または
事務局宛に E-mail、FAX、郵便などでお知らせくだ
さい。


